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第一章

身代わりデート











　キラキラと輝くいくつもの視線が、渡瀬わたせ舞花まいかの手もとに一心に注がれる。

　秋が深まりつつある十一月初旬のある土曜日。静かな部屋には、絵本を朗読する舞花の優しい声だけが響いていた。

　街の中心地にある図書館。そこで、土曜日に不定期に開催されている読み聞かせイベントの光景だ。そこで司書として働く舞花は、担当の一員として朗読している。今日は四歳から六歳の子どもたちを対象としたものである。

　鉄筋コンクリート二階建てのその図書館は、十七万冊を超える蔵書に座席数は二百あまり。閲覧室の片側にある壁がガラス張りのため、開放的でとても明るい。その隣には弁護士会が管理運営する、弁護士ご用達の合同図書館もある。

　舞花が腕に抱えながらページをめくるのは、『森におっこちたお月さま』という絵本。いつも世界を明るく照らす太陽と自分を比べて落ち込む月が、森の動物たちのおかげで自信を取り戻していく話だ。

「そうしてお月さまは、無事にお空に帰っていったのでした。おしまい」

　読み終えた舞花が絵本を閉じると、目の前で夢中になって聞いていた子どもたちはふぅと大きく息をつき、「お月さま、お空に帰れてよかったね」など思い思いに感想を言い合う。

「フクロウはお月さまがいなくなって寂しくないの？」

「お月さまは太陽を嫌いだったの？」

　そんな子どもたちの質問にも、舞花はひとつひとつ丁寧に答えていく。膝を突いて目線の高さを合わせ、穏やかに微笑みながら。

　それに満足した子どもたちが「おもしろかった」と口々に言いながら帰る姿を見届けてから、読み終えた本を胸に抱え、舞花も部屋をあとにした。

「さすが舞花さんだなぁ」

　感心した様子で舞花に声をかけてきたのは、同じく司書として働く後輩の立川たちかわ由良ゆらだった。リスのようにかわいらしい目をくるくるとさせ、軽く小首を傾げる。

　肩までのふんわりとしたボブスタイルは愛らしさに拍車をかけ、アイドルにも劣らない顔立ちをした明るいキャラのため、男女問わず人気がある。

「さすがって？」

「私が読み聞かせをすると、途中で飽きて退室する子どもがいますもん。舞花さんがやると、みんな熱心に聞き入るし反応がぜんっぜん違う」

　そう言って由良はオーバーに首を横に振った。

「そんなことないよ。由良ちゃんは〝ゆらおねえちゃん〟って慕われてるじゃない」

「慕う慕わないじゃなくて、読み聞かせのレベルが違うって言いたいんです」

　由良はぷっくりとした唇を尖らせて拗ねるようにした。

「それを言うなら経験の差」

　なにしろ三十四歳の舞花は二十六歳の由良より八年も長く、この仕事をしているのだから。

　大学卒業と同時に、舞花は本好きが高じて図書館の司書となった。静粛な空気が立ち込める独特の空間は、勤続十二年を迎えても舞花の背筋をピンと伸ばし、どこか厳格な気持ちにさせる。

　一日中本と触れ合えるこの仕事は、自分の天職と思えた。

「私も早く舞花さんのように、子どもたちの心を鷲づかみにするような読み聞かせができるといいなぁ」

　天を仰ぎながらため息交じりに呟いた由良は、「ところで」と話を切り変える。

「舞花さん、今夜なにか予定は入ってますか？」

「予定？　ううん、特にはないけど」

　舞花の返答に由良は顔をパッと明るくさせる。読み聞かせを行っていた会議室から閲覧室へ続く通路で、足を止めて両手を合わせた。まるで神様にでも祈るような仕草だ。

「舞花さん、お願い！」

　またきたか、というのが正直なところだった。由良は常日頃から、なにかにつけて〝お願い！〟と言っては舞花を頼る。

　舞花はもともとお人好しで、かわいらしくおねだりをする由良にはとことん弱い。同じ年頃の妹がいるせいもあり、つい聞いてあげたくなるのだ。

　由良は片目を閉じた状態で、舞花の顔色をうかがう。

「今回はなぁに？」

　仕方ないなといった気持ちで優しく聞き返した。

「実は今夜、男友達に男性を紹介してもらう話になっているんです。でも、それがふたりダブっちゃって」

　困ったように眉尻を下げる。

　由良は年上のハイスペック狙いが激しい。普段から、〝彼氏はハイスペックじゃなきゃ〟と堂々と公言しており、お眼鏡にかなう男のチェックに余念がない。前回の彼氏は国際線のパイロットで、その前はＩＴ企業の社長だったか。

　誰が見てもかわいらしく、おまけに若い由良だからこそ望み通りにいくのだろう。

「だから、舞花さん、どっちかの男性と会ってきてください！」

「……え？」

　舞花の目が点になる。

（どうしてそうなるの？）

　その思考回路は、舞花にはちんぷんかんぷんだ。

「どちらかを断ればいいんじゃない？」

「ダメですよ！　せっかくセッティングしてくれたのに、断ったらそれでおしまいになっちゃう！」

　友人の紹介ラインは貴重なもの。それを崩したくないとみえる。

　その気持ちはわからなくもないが……。

「私が行ったって……」

　由良に紹介された男性に、舞花が会ってどうするのか。お門違いもいいところ。

「舞花さんが行って、その男性に私が体調不良で来られないって言ってくれればいいんです」

「それなら、友達にそう言って別の日にしてもらったほうがいいでしょ」

「ドタキャンはダメなんですってば！」

　待ち合わせ場所に別の人が行くのだから、ドタキャンと同じなのでは？　と思うのは間違いだろうか。

　舞花にはよくわからない理論だけれど、由良によると誠意が大事なのだと言う。それならば、ふたり同時に紹介してもらうのは誠意があるのかと問いたい。

「彼氏と約束があるのなら話は別ですけど、さっき今夜はなんの予定もないって」

（……彼氏、ね）

　舞花は無意識に、自分の左手薬指にはめているリングに触れた。

　誰かからのプレゼントではないリング。意味深な場所につけておきながら、それは彼氏からもらったものではない。そもそも舞花にはここ十数年、彼氏と呼べる存在そのものがないのだから。

　いつだったか由良から恋人の存在を聞かれたことがあり、いるようなニュアンスでうっかり答えたため、そのまま彼氏持ちを演じる羽目になってしまった。

　三十四歳にもなって結婚はおろか彼氏もいないと思われたくない、愚かなプライドから出た嘘だった。

「だからお願いします！」

　由良はもう一度、舞花に向かって手を合わせた。

　舞花なら彼氏もいるし年齢も高いから、紹介された男性を横取りされる心配はないという打算が知らず知らずのうちに働くのだろう。普段から舞花が頼まれごとを断りにくいタイプだと知っているのもあると思うが、同年代の友達に頼まないのは、きっとそうに違いない。

（自慢できるところといったら肩甲骨まであるサラサラヘアくらいだし、目は大きいとたまに言われても、特別美人でもない。ごく普通の、どこにでもいる三十四歳だものね）

　舞花は今さら彼氏なんてと諦めモードのうえ、好意を寄せられるような容姿もしていないと自虐的だ。

「もう、わかったから」

　このままでは延々と手を合わされ続けかねない。

　待ち合わせ場所に行って、由良は体調不良で来られないとのひと言で後輩からの信頼を損なわずに済むのなら安いもの。

「ありがとうございます！」

　ここが図書館だと忘れて大きな声でお礼を言う由良の唇に、舞花はそっと人差し指を立てた。




　仕事を終え、舞花は由良に指示されたカフェへやって来た。店員に彼女の名前を告げればわかるようにしてあるという。

　由良はあのあと、バッティングした医者と弁護士であみだくじを作り、彼女は三十二歳の医者、舞花は三十五歳の弁護士を分担とすることになった。

　初めて訪れる店のため、迷うこと十分。待ち合わせの時刻を五分ほど過ぎ、店員に名前を告げると「こちらです」と案内された。

　白い壁にナチュラルウッドのテーブルや椅子が映えるあたたかい雰囲気の店は、ＳＮＳでも人気を集めているらしい。

　舞花に背を向けて座るスーツ姿の男性の前に回り込み、顔も見ずに頭を下げる。

「申し訳ありません。立川由良さんは体調を崩して――」

　そう言いながら顔を上げた舞花は、中途半端に腰を折ったままの状態で言葉を飲み込んだ。ゴクリと喉が鳴ったのを聞かれなかったかと、余計な心配をする。

　意志が強そうな目もと、細く高い鼻筋に薄い唇。それらが理想的な位置に収まった顔立ちは、眉目秀麗という言葉がぴったりだった。

　いかにも高級そうな仕立てのスーツの襟には、金バッチが光り輝いている。

「キミ……」

　男性が驚いたように目を見張る。

　由良の男友達の紹介なのだから、彼女の容姿についてはいろいろ聞いているだろう。容易に想像できる〝かわいい〟〝アイドルみたい〟〝二十六歳〟といった説明とかけ離れた舞花が現れ、困惑している様子だ。

「……あ、えっと、ごめんなさい。私、彼女と同じ職場で働いているんですが、由良さんは急に体調を崩してしまって来られなくなったんです」

　ハッとして慌てて取り繕う。

　初対面の男性に見惚れるなんて初めてだった。街で俳優を見かけた経験もあるが、オーラも容姿も全然負けていない。

「それだけを伝えたくて、ここへ来ました。では、私はこれで失礼します」

　役目は終了。舞花はほっと息をついて足を一歩出したが、男性が呼び止める。

「ちょっと待って」

　由良になにか伝言でもあるのかと、舞花は出した足を戻して男性に向きなおった。

「せっかくだからコーヒーでも飲んでいかないか」

「……はい？」

　予想外の言葉を投げかけられ、舞花は目をまたたかせる。

（コーヒーを飲む？　ここでこの人と？）

　相手は由良が紹介された男性。それはちょっとどうかと思い、「いえ」と首を横に振る。

　ところが男性は、なぜか引こうとしない。

「そう言わずに。ほら座って」

　立ち上がって向かいの椅子を引き、舞花の手首を掴んで座らせようとする。

　いきなり手を取られたうえ、その身長の高さと手足の長さに目を奪われている隙に、舞花はのこのこと腰を下ろしてしまった。

　あっ！　と思っても、時すでに遅し。ここで不用意に騒いで店内の注目を集めたくはない。コーヒー一杯であればと、彼の誘いに乗ることにした。

　男性は、やって来た店員にスマートにコーヒーを注文。ほかになにか食べたいものでもあればと尋ねるが、舞花はそれを頑なに辞退した。

「自己紹介を忘れてたね。俺は雪平ゆきひら篤志あつし」

「渡瀬舞花です」

　つられて名乗ったものの、必要だったかな？　と疑問も感じる。

　続けて彼は、胸もとから取り出した名刺をテーブルに滑らせた。

　手に取りまじまじと見つめると、そこには〝雪平法律事務所〟と書かれていた。名字と同じなのは彼が代表か、父親や家族と一緒の事務所なのだろう。

　その名刺をいったんテーブルの隅に置き、手を膝の上に揃える。

（座ったはいいけど、なにを話したらいいの？）

　男性とふたりきりでカフェでお茶なんて、それこそ十年以上ぶり。話題は見つからないし、相手が人を惹きつけるような容姿をした男のため、周りからの視線がチラチラと注がれて肩身が狭い。

（きっと、なんて不釣り合いだって思われてるよね……）

　優しい顔立ちだとは言われても、自分は特別な美人なわけでもない。褒めるところがないから、優しいという形容を使うしかないのだろうと舞花は常々考えていた。

　やはり帰ればよかったと、篤志に気づかれないようため息をついたときだった。

「本が好きだから図書館？」

　出し抜けに篤志から質問を投げかけられ、面食らいながら「そ、そうですね」と答える。

　由良が図書館の司書だと聞いていたようだ。

「読むのはどんな本？」

「ジャンルを問わずに読みますが、好きなのは海外もののミステリーです」

　仕事柄、好き嫌いにとらわれずにいろいろと読むようにしているが、寝る間も惜しむのはミステリーだ。途中で止められず、つい明け方まで読むときもある。

　すると、なぜか篤志がパッと目を輝かせる。

「リラ・パリストンの『一秒の奇跡』は読んだ？」

　一瞬、頭の中が無になる。

（今、リラ・パリストンって言った？）

　放たれた矢が、的のど真ん中に命中した感覚だった。舞花の大好きな作家なのだ。

「読みました！　彼女の最高傑作との呼び声も高いですよね。とても面白かったです」

　一週間前に読んだばかりの新刊の話題を持ち出され、舞花は思わず食いつく。声のトーンが一気に上がった。

「幾度となくあるどんでん返しは秀逸だね」

「あぁそれ、私、何度も騙されました」

　中盤からの緊迫感は手に汗握るものがあった。まさにページをめくる手を止められない。そんなミステリーだった。

「ああいった系統が好きなら、ルイス・ユッシ・ミラーの『ミッドナイト・シー』はどう？」

　カリブ海を舞台にした探偵もので、さまざまなトリックには舌を巻くものがある作品だ。なによりもひと癖あるキャラクターをした主人公の探偵は、中毒性がある。

「それも大好きです！」

　テーブルに身を乗り出すほど興味をそそられる。周りに海外もののミステリーを読む人がいないため、人とこんな話をするのは初めて。しかも、好みをドンピシャで突いてくるものだから、ワクワクする気持ちを止められない。

　舞花が別のミステリーのタイトルをあげると、篤志の口からはすかさず感想が出てきた。

　読書が趣味の友人はいても、ここまで本の好みが似ている人と会ったことはない。

　あまりにも楽しかったおかげで、店員がコーヒーを運んできたのにも気づかなかったくらいだ。あれこれと話しているうちにすっかり冷めたコーヒーを、ふたり揃って苦笑いで飲み干した。

「どうせならなにか食べるとするか」

　篤志に提案されたときには、断ろうという思いはまったくなくなっていた。

　そのカフェはドリンクだけではなく食事メニューも充実しているため、改めてメニューを眺めてパスタセットをそれぞれ注文。篤志はモッツァレラチーズとトマトのパスタ、舞花はサーモンとイクラのクリームパスタにした。

「舞花さんは、今みたいに彼氏とも本の話を？」

「えっ……？」

　実体のない彼氏を持ち出されて、頭が撹乱される。篤志の視線が舞花のリングに注がれていると気づき、「あ、あぁえっと……」と意味のない言葉になる。

「俺とこうして食事したのがバレたら、彼氏に怒られるだろうな」

　篤志は舞花の目を覗き込むようにした。試されているように感じるのは気のせいか。

（……もしかして、彼氏なんているはずないだろうって思われたかな）

　だとしても彼氏がいると周りに偽って、自分で買った指輪を左手の薬指にはめているなんて情けない暴露話はしたくない。三十四歳になっても、そんなプライドだけはあるのだ。

（ううん、いい歳になったからこそ頑固になったのかも）

　そんなことを思いながら、舞花は微笑みで曖昧にごまかす以外になかった。










第二章

雨がもたらせた甘い予感











　舞花の勤める図書館の閉館日は木曜日。週に一度の休み以外は、図書館員がシフトを組んで対応している。

　初対面の篤志と、本の話題で思わぬ楽しい時間を過ごした翌日の日曜日。舞花がロッカールームでバッグをしまっていると、由良が「舞花さん！　舞花さん！」と飛びつく勢いで出勤してきた。

「昨日の弁護士はどうでしたか？」

　目をキラキラとさせて舞花を見つめる。

「ど、どうって」

　ドキッとして、つい目を泳がせる。由良は来られないとだけ伝えて帰るつもりが、気づけば二時間も夢中になって話し込んでいた。

　彼女のことは完全に頭から消えていたのだ。申し訳なくて胸がチクンと痛む。

「イケメンでしたか？」

「あ、うん、まぁイケメンかな」

「なぁんだ。私、そっちに行けばよかった」

　由良が残念そうに唇を尖らせる。

「昨日の医者、見た目はまぁそこそこだったんですけど、ものすっごいナルシストだったんです。自分の話しかしないんですもん」

〝すっごい〟のところを長くためて言っては、由良は両手を広げて肩をすくませた。

「それもね、やたらと自慢ばっかりなんです。この前の手術がいかに難しかったとか、それを華麗にやりこなしただとか、車はドイツ車に限るだとか……」

　延々と続く由良の愚痴を聞きながら、舞花は昨夜の篤志との時間を思い返していた。

　篤志も読書が趣味らしく、舞花同様に海外もののミステリーが大好きらしい。時間が経つのも忘れて本の話をしたのは初めてだったし、好みがここまで合う人がいるとも思わなかった。

　彼の口から出てくるタイトルを舞花はすべて知っていて、逆に舞花の話す作家について、篤志はとても詳しかった。

　思いがけず楽しかったのだ。

　でも、もう二度と会うこともないだろう。そう思うと残念でもあった。

「舞花さん、聞いてますか？」

「あ、あぁうん、聞いてるよ」

　由良に腕を掴まれて確認され、半強制で現実に引き戻される。舞花は取り繕って頷いた。

「それで弁護士さん、私が来ないって知ってどうでしたか？　また改めて会いたいとか言ってました？」

　由良の瞳が期待に揺れる。きっとそう言ってくれたに違いないと、確信めいたものがあるのかもしれない。

「えっと、どうだったかな」

　なにをどう言えばいいのか。

「どうだったかなって！　もう舞花さんってばぁ」

「ごめんね。由良ちゃんが来られないって伝えて……すぐに店を出ちゃったから」

　嘘が心苦しくて口調がたどたどしくなる。

　由良が会うべき相手だったのだ。話に花が咲いて、食事まで一緒にしたとは言えない。

「ま、いいや。また友達にお願いして、改めてセッティングしてもらおうっと。舞花さん、ありがとうございました」

　由良は最後には明るくそう言い、舞花を置いて書庫の方へ向かった。

　かわいい由良のこと。きっと篤志も会いたかっただろう。たまたま趣味が合っただけの自分の役目は、もう終わり。

　そう考えると、なぜか寂しいと感じる舞花だった。




　その日の午後――。

　閲覧室のカウンターで貸し出しの受付をする舞花の前に、ふと大きな人影が差す。貸し出しの受付かと思いつつ目線を上げていった舞花は、その顔を見て思わず身構えた。

「予約していた本が返却されたって連絡をもらったんだけど」

　無愛想な野太い声でカウンターに寄りかかるのは、ここ何ヶ月もの間よく顔を見かける五十代の男性だった。

　身長はそれほど高くはないものの、細身のためかひょろっとしている。黒いオーバル眼鏡のブリッジを持ち上げ、舞花を見下ろした。

「あ、はい。図書カードをお借りしてもよろしいでしょうか」

　なんとかにこやかに対応するものの、その男はいつもなにかしら難癖をつけていく利用者のため、内心はヒヤヒヤだ。

　つい先日は、トイレにペーパータオルが設置されていないとはどういうことかとカウンターで大騒ぎをし、その前は閲覧室の自分のお気に入りの場所に座っているほかの利用者をどけろと暴れ出した。

　すぐに警備員を呼んだものの、怒りが収まらずに暴言を吐き続けるため警察に出動してもらったのだ。

（今日は何事もなければいいんだけど……）

　そう祈りながらデータベースを照合すると、男がリクエストしていたのはベストセラーになっているシリーズものの探偵小説だった。その二巻が返却されたため、一昨日、男に図書館から連絡を入れた記録が残っている。

　すぐうしろの書棚からその本を取り出し、カウンターに置く。すると男の目の色がガラッと変わった。

「二巻とはどういうことだ！」

　いきなり怒りを爆発させる。導火線すらなかった。

　なにかあるかもしれないと予想していたとはいえ、突然の大声に身体がすくみ上がる。

「一巻も読んでないのに、俺に二巻から読めっていうつもりか!?　ここの図書館は頭がおかしいんじゃないか!?」

　男はカウンターを拳でドン！　と叩いた。しんとした図書館の空気が、一気にピンと張りつめる。近くにいた利用者たちも、何事かと舞花たちのほうを見た。

「も、申し訳ありません。すぐにお調べいたします」

　舞花はパソコンに向きなおりデータベースを確認。すると、男は五巻すべてにリクエストを提出しており、たまたま二巻が先に返却されてきたため、貸し出し可能の連絡がいったのだった。

　ベストセラーのため返却を待っている利用者は、それぞれ十人から三十人までさまざま。返却されるまでの日数も人数も違うため、一度にリクエストを提出すると、今回のような事態になり得るのだ。

　そのためリクエストカードには、〝シリーズものの場合は一冊ずつのリクエストをお願いします〟との注意書きがある。

「大変申し訳ありません。一巻はまだ貸し出し中となっておりまして……」

　男までは、あとふたり分のリクエストがある。返却されるには、まだ日数がかかるだろう。

「はぁ？　そんなおかしな話があるか？　それじゃあんたは、続きものの話を途中から読めるってのか？」

「あ、いえ、それは……。ですがリクエストカードには、シリーズものの場合は一冊ずつとの注意書きが」

「そんなの知ったことか！」

　今度はカウンターに蹴りを入れ、鈍い音が響いた。

「――も、申し訳ありません」

　肩をビクンと揺らしながら、舞花が頭を下げる。

　男が理不尽なのは今に始まった話ではない。とにかく怒りが収まるまで謝り続けるしか、現在の舞花には手立てがなかった。

「さぁどうしてくれる？　このままじゃ済まないぞ」

　同僚たちの視線を背中に感じる。みんなもどうしたらいいかとオロオロしているのは、雰囲気でわかった。

「舞花さん」

　そんな中、中腰で近づいてきた由良が舞花に耳打ちをする。

「今、館長を呼んできますから」

　そう言って由良が奥へ引っ込んだときだった。

「静かな場所で大声をあげるとは穏やかではないですね」

　舞花の前に、もうひとりの影が差す。顔を上げた舞花は、思わず「えっ」と声を漏らした。

　昨夜、由良の代わりに舞花が会った人物、雪平篤志だったのだ。

　興奮状態の男に物怖じせず、穏やかに話しかける。

「お前はなんだ！」

「この図書館の顧問弁護士です」

　男を手っ取り早く理解させるために、篤志はそう言ったのだろう。もちろん彼はここの顧問弁護士ではない。

「はぁ？　弁護士？　お前が？」

　男が篤志を上から下まで舐めるように見る。

「今日は日曜日ですから、こんな格好してますけど」

　オーバーサイズの真っ赤なリブ編みニットに黒のスキニーパンツというスタイルだ。かっちりとしたスーツに金バッチを付けた、いかにも弁護士の格好ではない。

　ラフであっても、まるでファッション誌から抜け出たように見えるのは、持って生まれた容姿の良さのせいだろう。

「で、その弁護士先生が俺になんの用だってんだ」

　男は少し怯む様子を見せたが、なおも食ってかかる。

「静かに過ごすべき図書館で彼女を大声で恫喝しているので、援護しにきました」

「恫喝？　ふざけんな。俺は、ただ本を借りにきただけなんだ。一巻も読んでいないのに、この女は俺に二巻から読めって言うんだぞ？　おかしいだろうが」

「彼女もさっき言っていましたが、ここには注意書きとして示してあります」

　篤志はカウンターにあったリクエストカードを手に取り、男に見せた。

「図書館側には、なんの落ち度もありません。ここに書いてある注意書きを守らなかったあなたに責任があります」

「そ、そんなの知ったことか！」

「納得されないのであれば、こちらといたしましては、司書への名誉棄損であなたを訴えなければなりませんが。えぇっと、あなたのお名前は……」

　そう言いながら篤志は、冷静な様子で持っていたカバンから手帳を取り出す。ページを開いて万年筆を持った。

「も、もういい！　二度とこんな図書館なんか来てやるもんか！」

「それは残念ですね。なにかございましたら、今度は私までどうぞ」

　委縮するどころか、最後まで落ち着いた姿勢を崩さない篤志に、舞花は感心しきりだった。

　いつも対応する館長でも、ここまで華麗にはいかない。

　肩を怒りに震わせながらも、ようやく男は立ち去っていった。

　舞花は、凝り固まっていた身体からストンと力を抜く。そしていったん深呼吸をしてから立ち上がった。

「助かりました。ありがとうございます」

「いや、大丈夫だったか？」

「はい。雪平さんが助けに入ってくださったので」

　篤志が仲裁してくれなかったら、このあと何時間も怒鳴り散らされるのは想像に容易い。

「それと、昨日はごちそうさまでした」

　昨夜は、舞花がトイレに行っている隙に、篤志が手際よく支払いを済ませたのだ。

　舞花がぎこちなく頭を下げると、篤志はクスッと笑みを漏らした。

　爽やかすぎて顔を見ていられない。小気味よくクレーマーを追い払ったヒーローでもあり、なんとも胸が騒がしく落ち着かなくなる。

　舞花がそそくさと目線を下げたタイミングで、由良がやって来た。館長を連れていないところをみると、外出中か。

「あれ？　舞花さん、あの人は？」

　カウンターに目をキョロキョロさせ、ポカンと口を開ける。

「たった今、帰ったの」

「え？　嘘。あの状態で？」

「こちらの方がお話ししてくださってね。……実は、昨日の彼なの」

　由良に黙っているのが申し訳なくなり、舞花は目の前に立つ篤志を手で指した。

　昨日、長々と話し込んだことを黙っていた後ろめたさは、これでチャラになってくれないか。

「えっ！　ちょっ、ほんとですか!?」

　由良はここがどこかを忘れたのか、驚くほど大きな声を上げる。ここで騒いでいた男の声にも劣らない。

　舞花が慌てて「由良ちゃん」と注意すると、彼女も焦ったように「ごめんなさい」と謝った。

「もしかして、私に会いに来てくれたんですか!?」

　小声ではあるけれど、興奮を抑えきれないといった様子で由良がはしゃぐ。

「昨日は行けなくてごめんなさい」

「彼女が、立川由良さんなんです」

　唖然とする篤志に、舞花が紹介する。

「そう。体調不良だって聞いたけど、もうすっかり良さそうだね」

「あ、あぁはい、そうなんです。この通りピンピン」

　由良は両腕を持ち上げて、力こぶを作るような仕草をする。

「でもうれしいです。こんなところまで会いに来てくれるなんて。そうだ、今夜お時間ありませんか？　私の仕事が終わったらどこかで」

「悪いけど、これから調べものがあるんだ」

　そう言いながら小脇に抱えていた分厚いファイルを持ち上げる。

　法律絡みの調査なのか、そのファイルには隣の合同図書館のシールが貼られていた。

　そこから借りてきたものをこの図書館で閲覧する人は、舞花もたまに見かける。自然光がふんだんに差し込む明るい閲覧室は、意外と人気なのだ。

「本当にありがとうございました」

「じゃ」

　篤志は目線を舞花にだけ向け、軽く微笑んでカウンターから離れた。

　不意打ちで微笑みかけられた舞花は、なにも返せずキョトンとするだけ。心臓だけが反応して、やけにうるさく音を立てた。

（……やだな、私ってば。なにドキドキしてるんだろう）

　頭を軽く振り、篤志の笑顔の残像を追い払う。

「もー！　舞花さんにだけ挨拶するなんてー！」

　由良は不満いっぱいに地団駄を踏むようにした。

「そういうつもりじゃないでしょ」

　落ち着いてと由良を宥める。自分に言い聞かせる部分もあった。

「そうですかー？　あ、もしかしたら、昨夜私が行かなかったから拗ねてるのかも！　それでわざとあんな態度になってるんだ」

　それは一理あるかもしれない。由良の気を引こうとして、わざわざ舞花にだけ話しかけるようにしたと考えるほうが現実味があるではないか。

（ハイスペックイケメンが私を相手にするわけないもんね。やだな、もう）

　ほんの少しでもドキッとした自分が情けない。

　男なら、若くてかわいい女の子がいいに決まっている。

　舞花も由良も、それぞれひとりで納得しながら再び仕事に戻った。




　閉館時間の七時五分前。急いで貸し出し申請をする人たちの列が途切れると、館内はひと気も減り、さらに静かな時間を迎えた。

（そういえば、彼はもう帰ったのかな）

　一時間ほど前に書棚の整理で近くを通りがかったときは、テーブルに分厚い本を山積みにしていたが。

　そんなことを考えながらカウンターで顔を上げたところで、毎日ここに通う、近所に住む六十代の女性が「渡瀬さん」と声をかけてきた。

「吉崎よしざきさん、こんにちは」

　彼女はハーレクインロマンスが大好きで、リクエストもたびたびする図書館のヘビーユーザーだ。

「渡瀬さん、これをもらってくれない？」

　吉崎が、なにやらチケットのようなものを舞花に差し出す。

　なんだろうと思いつつチケットを見ると、どうやらそれは水族館の入館券のようだった。

「それ、どうされたんですか？」

「実は今日ね、商店街の福引きで当たったの。でもほら、私一緒に行く人がいないから」

　吉崎は夫を亡くし、独立した子どもたちも遠方に住んでいる。

「いえいえ、私もですよ」

　それを言うなら、舞花にもデートの定番とも呼べる水族館に一緒に行くような相手はいない。

「渡瀬さんはいるでしょう？」

　吉崎が舞花の左手に光るリングをちらっと見る。

「あっ、これは……」

「ね？　だから遠慮しないで」

（遠慮するもなにも……。困ったな）

　吉崎がチケットを舞花に無理やり手渡そうとしたそのとき。

「恐れ入ります。ありがたくいただきます」

　目にも留まらぬ速さで別の手が伸びてきた。

（えっ……？）

　驚いてそちらを見ると、なんとそれは篤志の手だった。いつの間にきたのか、チケットを手にして優しげに吉崎に笑いかける。

「あら、渡瀬さんの彼氏かしら」

「せっかくどうぞと言ってくれているんだ。有効に使わせてもらおう」

「でもっ」

　舞花は引き留めようとするが、吉崎も「どうぞどうぞ」と言い置いてにこやかに立ち去った。

　それを近くで見ていた由良が、瞬時にやって来る。

「私、一緒に行きまーす！」

　右手を高く上げ、声を抑えながらも元気いっぱい立候補した。

（あ、そうか。雪平さんが由良ちゃんと行けばいいんだ。だいたい雪平さんだって、最初からそのつもりだったよね）

　由良の誘いをさっきはつれなく断ったが、そのかわりに水族館へ誘うのだろう。

　そう考えると舞花は、ほんの少し胸が痛んだ気がした。

　そんな幻覚を消し去るように、どうぞという仕草で手を向ける。

　ところが、なぜか篤志が顔をしかめる。なにが気に入らないのか。

　不思議に思いながら舞花が首をかしげると、篤志は思わぬことを言い放った。

「舞花さん、今度の休みはいつ？　一緒に行こう」

　どうしてそうなるのか。

　舞花が呆気にとられていると、由良は盛大なふくれっ面を篤志に向けた。

「もうっ、なんて意地悪なの！　昨日はごめんなさいって謝ったじゃないですか」

「昨日のことは、なんとも思ってない。俺はキミじゃなく、舞花さんを誘ってるんだ」

「なっ……！」

　由良が手をわななかせる。

　なにもそこまでして由良の気を引こうとしなくてもいいのにと舞花はハラハラだ。

（かえって逆効果だよ、雪平さん……）

「でも舞花さんには、ちゃーんと彼氏がいるんです」

「知ってるよ」

　篤志は、だからなに？　と言いたげな表情だ。

「あ、あの、雪平さん、由良ちゃんと行ってください」

　存在しない彼氏の話題から逃れたい一心で舞花が間に入ると、ふたりから同時に鋭く睨まれた。

（もう、どうしてこうなるの）

　板挟みは勘弁してほしい。

「もう今日の仕事は終わり？　車で来てるから送って行くよ」

　今度は一緒に帰ろうと言う。いったいなんなのだ。

（私をダシにしないでほしいんだけど……）

　ふたりの恋の盛り上げ役なんて、あまりにも惨めだ。

「せっかくですが、ひとりで帰れるので大丈夫です」

「傘は？」

　唐突な質問の意図がつかめず、目を激しくまたたかせる。

「……持っていませんが」

「外は大降りだぞ」

「えっ！」

　それには舞花も由良も揃って窓の外に目を向けた。すると、篤志の言うように激しい雨が窓に打ちつけているではないか。

「朝の天気予報では夜まで晴れだって言っていたのに」

　由良の言葉に舞花も頷く。

　降水確率はたしか、わずかに十％だった。

「だから乗せていくよ」

　篤志は舞花だけを見て、そう繰り返した。

「私も乗せて行ってくださいよ」

「いいぞ。駅までなら」

「ひどっ！」

　悪びれもせずに篤志が返す。

　今どきの恋の駆け引きとは、こんなにも激しいものなのか。

　恋愛からすっかり遠ざかった舞花には、まったく理解ができなかった。




　結局、由良の強烈なプッシュもあり、ふたり揃って篤志の車の後部座席に収まった。

　さすがは弁護士。車は舞花でも知っている高級セダンだ。乗り心地の良さといったらない。

　駅までと言っていた篤志は、言われるまでもなく由良をきちんと自宅まで送り届けた。

　図書館からの地理的な理由はあるにせよ、自分を先に降ろして由良とふたりになればよかったのにと、舞花は不可解でならない。

　フロントガラスを打つ強い雨のおかげで車内が静かにならずに済むのはありがたかった。ザーッという雨音が自然のＢＧＭになる。

　昨日は本の話題で盛り上がったのに、今夜はなぜか話が続かない。

「次の休みは？」

「水族館、本気で私と行くつもりですか？」

「何度もそう言ってるけど？」

　助手席側の後部座席に座る舞花が顔を上げると、ルームミラー越しに篤志と目が合い、慌てて逸らす。

（どうして私となの？）

　まったく意図がつかめない。

「困ってるって顔だな」

「はい、困ってます。由良ちゃんと仲直りして、彼女と行ってください」

　きっぱりと断った。

　由良の気を引くのはもう充分。引いてばかりでなく、そろそろ押さないと。

　由良だって、そこまで根気強くはないだろう。そうでなくても、彼女ならいくらだって彼氏候補になる男性はいる。

　それは、篤志にも言えることだろうけれど。

「却下。俺は舞花さん、キミと行くよ」

「でも私、土日はだいたい仕事なんです」

　だから無理だと言いたかった。

　ところが篤志は、そんな障害もひょいと飛び越えて切り返す。

「それを言うなら、俺には休みはあってないようなものだ。自由業みたいなものだから、時間はどうにでも作れる」

　そうくるとは思いもしなかった。

「たしか、図書館の休館日は木曜日だったな。今度の木曜の午後。二時にキミを迎えにいくよ」

「ちょっと待ってください！」

　勝手に話を進める篤志を引き留める。運転席のシートに手をかけ身体を近づけると、そのタイミングで信号待ちとなり篤志が振り返った。

　思わぬ顔の近さに鼓動がドクンと弾む。

「とにかく木曜の二時。いいね？」

　篤志の強い瞳が間近で舞花を見つめる。息もできず、身動きもできない。

　しばらくして信号が青に変わり、篤志は再びアクセルを踏み込んだ。




　激しく降り続く雨の中、車が舞花のアパートに到着する。

　せめてバッグだけでも濡らさないようにと、舞花が両腕で抱えるようにして降りようとすると、篤志は傘を手に運転席から素早く回り込んでドアを開けた。

「ありがとうございます……」

　冷たい雨がバラバラと傘にあたって弾ける。外に降り立っただけで、道路に跳ね返った雨が足を濡らした。

　篤志は舞花を庇うようにして傘に入れ、ふたり揃ってアパートのエントランスに駆け込む。肩先が濡れた篤志にハンカチを差し出したが、平気だと遠慮された。

「送っていただいて助かりました。ありがとうございます」

　舞花がそう言って背を向けようとした、そのとき。掴まれた手を強く引かれ、その反動で篤志の胸に飛び込む格好になる。

　なにが起きたのか、すぐにはわからなかった。

　雨に濡れて強く香るのか、篤志からたった柑橘系の香りが鼻をふわっとかすめる。

　背中に回した腕が優しく締めあげるようにしたあと、舞花はそっと解放された。

（今の、なに？）

　篤志が離れ「じゃ、木曜日に」と言って立ち去ったあとも、舞花は直立不動でしばらくその場にいた。




　なんとか自分を取り戻して部屋に帰ると、十歳離れた妹の茜あかねがウサギのようにぴょんと弾みながら舞花を出迎えた。

　肩までのさらさらの髪は、舞花も茜も揃って母親譲り。幼い頃には「よく似た姉妹ね」と度々言われたが、大人になってからはなくなった。茜は万人受けするかわいい顔立ちをしている。

「おねーちゃん、今の人、誰!?　ねぇ、送ってもらってきたでしょ？」

　なんと茜は、窓から見ていたらしい。

　雨が激しかったため、舞花は大丈夫かと心配していたと言う。

「誰って、べつになんでもないから」

「えー！　すごく親密そうだったじゃない！　いよいよ、おねーちゃんに彼氏が!?」

「だから違うの。彼は図書館の利用者で、たまたま帰りが一緒になったから送ってくれただけ」

　そう訂正するも、茜はひとりで勝手に盛り上がる。

　顔がよく見えなかったから今度紹介してだの、茜の彼氏とのダブルデートをしようだの、話が飛躍しすぎて舞花には収拾がつかなかった。

　舞花は築十五年になる２ＤＫのアパートに、妹の茜とふたりで暮らしている。

　舞花が大学四年生のときに交通事故で両親を揃って亡くし、それからは幼い茜の母親代わりとしての役割も担っている。当時まだ小学生だった茜を一人前にするのが、それからの舞花の目標であり生きがいでもあった。

　夢中で働いてきたため恋愛もままならず、気づけば三十四歳。大事に守ってきた茜も大学を卒業し、社会人になって二年目になる。

「そっかぁ。おねーちゃんに彼氏かぁ。うれしいな」

　違うという舞花の言葉に耳を貸さず、茜はひとり納得しては手を叩く。

（彼氏なんて今さらだよね。好きな人を思ってはしゃぐような年齢でもないし）

　結婚願望だけは諦めずにあるものの、するなら結婚相談所にでも駆けこまなければ無理だろう。

（だけど、さっきのはなんだったの……？）

　篤志にいきなり抱きすくめられたことを思い返し、舞花はその感触をたしかめるように自分で自分を抱きしめた。










第三章

キスの誘惑











　それから木曜日までの三日間、舞花はたまにうわの空になって書類を書き間違えたり、鍋を焦がしたりと、らしくないミスで周りを心配させていた。

　由良にいたっては、早々に篤志に見切りをつけたらしく、早くも次の出会いに余念がない。その気持ちの切り替えこそ若さだなぁと感じながら、舞花はため息の連想だった。

　そうして迎えた木曜日。

　舞花は朝からどうすべきか頭をフルに使って悩んでいる。

　茜に話せば、また違う方向に話がいくだろうし、かといって恋愛から離れて久しい舞花ひとりでは結論を導き出せない。

　出勤する茜を見送ってから、舞花は途方に暮れていた。

　キャンセルを申し出ようにも、篤志の連絡先を知らない。初めて会ったときにもらった名刺には事務所の電話番号が記載されていたが、そこに直接かけるのはさすがに躊躇った。迎えに来ようが無視を決め込もうというのも、舞花は性格的にできない。

　そうなると取りつけられた約束の通り、二時にアパート前に出向くしかなかった。




　午後二時。意を決して待つ舞花の前に、先日乗せられた篤志の車が到着した。

　フロントガラス越しに舞花が会釈をすると、篤志が運転席から降り立つ。今日の篤志はチャコールグレーの薄いチェスターコートにホワイトのデニムを合わせた、シックできれいめのコーディネートだ。

　それに引き換え舞花は、普段仕事で着ているのと同じように、モスグリーンのニットにグレージュベースのミックスツイード素材のスカート。上着も同系色だから、せめてバッグだけでもビビットカラーにすれば、少しはおしゃれに見えたかもしれないと後悔に見舞われた。

　爽やかに手をあげた篤志に「こんにちは」と頭を少し下げる。

「もしかしたら会ってくれないんじゃないかと思ったよ」

　篤志ははにかむように笑うが、この前の強引な様子は、それを想定しているようには見えなかった。

　彼を見ると、この前の夜の出来事が一気に蘇る。

　あの抱擁はなんだったのか、いまだに答えが見つからない。

「乗って」

　篤志はドアを開けて、舞花を助手席に乗せた。

「忘れないうちに」

　運転席に乗り込んだ彼が差し出したのは、海外の有名なミステリー作家の本だった。

　もう何年も前の作品ではあるけれど、カフェで話し込んだときに出た中で唯一、舞花がまだ読んでいないものである。

「ありがとうございます」

　あの夜は「今度貸してください」なんて、その場のノリで気安く言ったが、まさかそれが実現するとは舞花も思っていなかった。

「読む前にあんまり言うとあれだけど、それ、ほんとに好きなんだよね」

　篤志が楽しげに笑う。

「特に中盤の」

「あ！　種明かしはナシです！」

　慌てて篤志を制止した。ミステリーのネタばらしほど聞きたくないものはない。

　舞花があまりにも真剣だったため、篤志はおもしろがってクスクスと肩を揺らして笑う。

「わかった、わかった」

　舞花を落ち着けるかのように手をひらひらとさせてから、篤志は上機嫌でハンドルを握った。




　水族館までの一時間、車内は本の話で持ちきり。この前の夜のように、あとからあとから溢れてくる。

　普段それほど口数の多いほうではない舞花が、自分から話題を振るのも珍しかった。

　楽しい雰囲気のまま招待券を入館ゲートで見せ、中へ足を進めたときだった。どこからともなくファンファーレのような効果音とともに頭上でくす玉が盛大に割れる。

　呆気にとられる舞花たちに、色とりどりの紙テープが降り注いだ。

　わけがわからず篤志と顔を見合わせていると

「おめでとうございます！」

　揃いのユニフォームを着た水族館のスタッフが口々に言いながら、こぞってふたりの周りに集まり始める。

「あの……？」

「一億人目の来館者です！」

（一億人目……？）

　クラッカーまで景気良く鳴り響き、ひらひらと紙切れが舞う。

　ほかのお客も立ち止まり、その光景を何事かと首を伸ばして見つめている。

「こちらをどうぞ！」

　大きな花束が手渡され、続いて封筒が差し出された。

「これは？」

「高級温泉宿のペア宿泊券です！　おふたりでぜひどうぞ！」

　篤志を舞花の恋人と思ったか、女性スタッフが満面の笑みを向け続ける。

　ここで、いえ違うんですとも言えず、「はぁ」と気の抜けた返事になった。

　商店街の福引きで当たったチケットを譲り受け、今度はそのチケットでペア宿泊券が当たるとは、なんていう奇跡だろう。

　ちょっとしたセレモニーのあと、ふたりはようやく中へ足を進めた。

「驚いたな」

「ほんとに」

　まさかの大歓迎を受けてしまった。

「で、その宿泊券。俺にも権利があるわけだ」

　舞花が手にしたままの宿泊券の封筒を篤志が指差す。

「あ、ではどうぞ」

　舞花はそれを彼に向けて突き出した。

（私には使い道がないもんね。茜にあげてもいいけど、権利が雪平さんにもあるのはごもっともだし）

「いや、ふたりで行くんだよ」

「なっ、なにを言ってるんですか!?」

「本人確認のあるチケットは第三者に譲渡できない決まりになってる」

「えっ」

　そういえば……と、セレモニーの最中に身分証明書の提出を求められたと思い出した。

「そのチケットにも書いてあるはずだ」

　封筒からチケットを取り出し、裏面の小さな注意書きに目を凝らす。

　すると篤志の言うような注意がしっかりと書かれていた。

「……でも雪平さんにあげます。一緒には行けませんから」

「そうはいかない。俺はキミと行くよ」

「どうしてそんな」

　言っていることが支離滅裂だ。強引どころの話ではない。篤志は舞花に彼氏がいると思い込んでいるはずなのに。

「ともかく中に行こう」

　なにやら楽しそうに言いながら、篤志はずんずん歩いていく。

「ちょっと待ってください」

「一緒に行かないという意見なら聞かないぞー。おっ、クロダイか」

　水槽を覗き込んでは、じっくりと観察する。

　平日の午後だけあって混雑はなく、ストレスを感じない。展示されている魚は、東京湾の生き物からペンギンへと移り変わった。

「かわいい」

　ペタペタと歩くペンギンを見て、思わず小さく漏れた舞花の声を篤志が拾う。

「ペンギンは、一度ペアになるとほぼ一生添い遂げるらしいね」

「そうなんですか？」

「まぁ中には離婚や浮気もあるみたいだけど。それも全体の三％くらいだとか」

　それはすごい。以前なにかのテレビ番組で日本の離婚率は三十五％と言っていたから、相当一途な愛だ。

　そんな裏情報を聞かされると、このペンギンはどれとパートナーなんだろう？　と考えるのも楽しい。

　水槽のガラスにぴったりと張りついてペンギンを観察していると、ふと近くから「あの人、モデルさんかな」という声が聞こえた。

　どの人だろうと、こっそり目線を追ってみると、それは一緒にいる篤志に注がれていた。

「ほんとだ。カッコいい！　それじゃ、隣にいるのは彼女？」

　続けざまに自分も舞台にあげられ、ヒヤッとさせられる。ふたりの視線から逃れるように、篤志の陰に隠れた。

「えー、どうだろうね」

　素敵な篤志には不釣り合いだと思われただろう。

（当然といえば当然だよね）

　篤志が人の目を惹きつける容姿なのは、初めて会ったときからわかっている。

　同じ本好きのため篤志と話すのは楽しいが、こういうところで違いを思い知らされる。これが由良だったら、きっとお似合いだと言われるだろう。

「舞花さん、行こう」

　篤志に肩を引き寄せられ、再び順路にそって歩く。

　気のせいか、さっきまでよりも篤志との距離感が近い。それとなく離れると、すぐに篤志が間隔を詰めてくる。

　弾みで手と手が触れ、過剰反応して引っ込めると、逃がさないとばかりに篤志に掴まれた。指を絡めて繋がれた手が、ぎゅっと強く握られる。

　たぶん篤志はデートごっこでもしているつもりなのだろう。相手に不足はあるにせよ、その場の雰囲気を楽しもうと手を繋いだだけ。

　そう考えると、無理に手を解くのもスマートな女のやる仕草には思えなくなってくる。いい歳して、たかだか手を繋いだくらいでガタガタ言うのはカッコ悪いのでは？　と。

　でもそうなると、舞花は魚どころでなくなる。並んで観たイルカショーもアザラシショーも、触れ合った手に神経が向き、終わったのもわからないくらいだった。




　水族館を楽しんだあとは、篤志がたまに行くらしい隠れ家的なフレンチレストランでご馳走になり、舞花はアパートに送り届けられた。

「今日はありがとうございました。これも買っていただいちゃって」

　水族館の最後に立ち寄ったマリンショップで、舞花の目に留まったのはペアのペンギンのぬいぐるみだった。手を繋ぐように、フリッパー同士がくっついている。一生添い遂げるペンギンらしい形態だ。

　しばらく見入っている舞花からそれを取り上げ、篤志がさっさとレジに持っていったのだ。断る隙もなかった。

　助手席でシートベルトを外そうと、舞花がバックルに手を伸ばしたところで、不意に篤志に肩を引き寄せられる。タングが外れ、ベルトが緩むと同時に篤志のもう片方の腕が舞花の腰に巻かれた。

「あ、の……」

　かろうじて出した声が驚きでかすれる。

「舞花」

　予告なしに呼び捨てにされ、心臓が悲鳴をあげた。篤志の吐息が耳にかかって、気が遠のきそうになる。

「キミを奪いたい。……いや、奪うと決めた」

　強く、それでいて甘い誘惑の言葉が舞花の心を撃ち抜く。

　どうしたらいいのか舞花にはわからず、押し黙るだけ。ドキドキとうるさくなる鼓動を持て余して、息が苦しい。

　篤志の真っすぐな瞳が、そっと引き離した舞花を射抜く。目を逸らそうにも逸らせない。

　近づく篤志の顔が、このあとの展開を容易に予測させた。

　スローモーションで唇の距離が縮まる。

　触れるまであとほんの数センチ。胸が苦しいのは、キスを期待して高鳴っている証拠なのか。

　ところが、そこで唇がストップする。

　舞花が逃げるかどうか試しているのか、篤志が見定めるようにじっと見つめる。

　身体が硬直して動かない。なにしろ、こんな事態は遠い昔。

　抵抗しないと踏んだ篤志は、そこから一気に距離を詰めて口づけた。

　思ったよりもやわらかい篤志の唇が、舞花の唇を優しくなぞる。それだけで目眩を覚えるほど、久しぶりのキスだった。

　舞花は自然と目を閉じ、完全に無抵抗状態。啄むようなキスを繰り返したあと、篤志の指先が舞花の顎に触れて唇を開くよう誘導する。

　手引きされるがまま薄く開いたそこから、篤志の熱い舌が入り込んできた。ぬるっとした感触に一瞬引いた身体を篤志ががっちりと捕獲。その腕の逞しさに、鼓動は素直に反応する。

　逃げ惑っていた舌はすぐに絡めとられ、ねっとりと交じり合い……。

「んっ……」

　甘い吐息が漏れる。

　それが自分から出たものだと気づき、頬がカーッと熱を帯びていく。

　このまま続けていたら危険。

　そうわかっているのにやめられない。そして、そんなことを考えていられるのも限界だった。

　歯列をぐるりとなぞったかと思えば、舌を激しく吸う。口腔内を艶めかしく動き回る篤志の熱い舌に、舞花は自分を忘れるほど翻弄された。

　夢と現実を行き来しているような、ふわふわとした、それでいて官能的な世界に没頭する。危うい意識を繋ぎとめようと、篤志のニットをぎゅっと握ったときだった。

　どこからかヴヴヴという振動音が響き、一気に現実へ引き戻される。

　舞花はハッとして篤志の胸を押し、唇を自分の力で解放させた。

（私、なにやってるの……！）

　身体に緩く巻きついていたシートベルトから抜け出し、バッグを掴んで助手席から転がるように降りる。

「舞花！」

　篤志の声が追ってきたが、足を止めずに階段を駆け上る。篤志が追いかけてくる様子はない。気が動転しているせいで、鍵を回す手が震えた。

　なんとかドアを開けて中に入り、靴を脱いで上がったところで力が抜けたようにへなへなと座り込む。

　心臓はいまだにドクドクと大きな音を立てていた。

「おねーちゃん、どうしたの？」

　物音に驚いた茜が玄関に顔を出す。お風呂から上がったばかりなのか、タオルで髪を拭いていた。

「……ううん、なんでもない」

　なんとか笑みを浮かべるが、唇の端が震える。

「なんでもないって顔じゃないけど」

　苦笑いをしながら茜はそばにしゃがみ込んだ。困ったように小首をかしげる仕草は、亡くなった母親そっくりだ。

　全てを打ち明けてしまおうかと一瞬思った気持ちをすぐに立て直す。

　十歳も離れた妹の茜に心配をかけるわけにはいかない。

「あ、あのね、トイレ。トイレに行きたくなっちゃって、大急ぎで走ってきたの」

「えー？　うっそだぁ」

　作り笑いでそそくさと立ち上がった舞花を茜が笑い飛ばす。

　明らかにおかしいと自分でもわかっているが、トイレに入り鍵をかけた。




　熱いお風呂に浸かり、ベッドに入っても、考えるのは篤志としたキスだった。

　彼氏がいるのに安易に応じた自分を篤志はどう思っただろう。あまりにも簡単な女と思ったのではないか。

（きっと、尻軽だと思われたよね……）

　そう考えると胸が苦しくなる。本当は違うのに、と。

　だが、篤志の真意もつかめない。自分とはとうてい釣り合わないような男だ。どうして〝奪う〟なんて言ったのか。なぜキスなんてしたのか。

　いくら考えても答えは出ない。

　行き詰まった舞花は今が真夜中だと忘れて、思わず「ああー！」と叫びにも近い声をあげた。

　その数秒後、舞花の部屋のドアが勢いよく開き、茜が飛び込んでくる。

「おねーちゃん!?　どうしたの!?」

「あっ、ごめん。起こしちゃった？」

「ううん。今寝ようとしてたところだから」

　茜は薄明かりの中ベッドに座り、舞花の顔を覗き込んだ。

「本当はなにかあったんでしょ？　十歳も離れた妹じゃ頼りにならないって思うのはわかるけど、私だって二十四歳なんだからね？」

「そう、だよね」

　拗ねたように言われ、舞花も素直に反省する。たしかに茜はもう子どもではない。

「私にだって、おねーちゃんの心配くらいさせてよ」

　いつの間にそんなことを言うようになったのだろう。ほんの数年前まで、雷が怖くてひとりで眠れないだの、ハンバーグじゃなきゃ晩御飯食べないだのと言っていたのに。

　とはいえ、あけすけに話せる内容でもない。

「……友達の話なんだけどね」

　あくまでも自分ではないと、ずるい前置きをする。

「ある男の人に彼氏がいるって嘘をついたんだけど、その男の人から奪いたいって言われて、キスされたんだって」

「わぁ情熱的！」

　茜が興奮気味に目を輝かせる。

　情熱的という言葉で片づけていいものなのか。

「それって、どういう意味？」

「どういうって？」

　質問の意図が茜には通じないらしい。首を傾けて聞き返した。

「つまり、どうしてそうするんだと思う？」

「やだ、そんなの好きだからに決まってるじゃない」

　そんな初歩的なこともわからないの？　と言いたげだった。

「……そう、なの？」

「それ以外になにがあるのよー。もうやだなぁ、おねーちゃんってば」

　茜は楽しそうに肩を揺らしてクスクス笑った。

（雪平さんが私を好き……？）

　そう考えると鼓動が速まり、胸が熱くなる。

「彼氏がいるなんて嘘、早く撤回したほうがいいよ。おねーちゃんも……じゃなくて、その友達もその人を好きなんでしょ？」

「ど、どうなんだろうねー」

「そうやって思い悩むんだもん、好きに決まってるじゃーん」

　茜はあっけらかんと言ったかと思えば、そのまま舞花のベッドに潜り込んだ。

「どうしたの？」

「久しぶりにおねーちゃんと一緒に寝るー」

　甘えた口調で布団を顎まで引き上げた茜は、いたずらっぽく笑った。




　三日後の夜。午後七時の図書館の閉館間際、篤志がカウンターにいる舞花のところへやって来た。

　会うのはあの日ぶり。どんな顔をしたらいいのかわからず、とっさに下を向く。

　茜から「好きに決まってるじゃん」と言われた言葉が、頭の中をぐるぐる回る。

　そんな舞花の目の前に小さな紙袋が置かれた。

　パッと顔を上げると、篤志は「この前の忘れ物」と言う。

　中を見てみると、そこにはペンギンのぬいぐるみと本が一冊入っていた。

　あの夜は取り乱して車から降りたため、うっかり忘れたのだ。そう気づいたのは翌朝。相変わらず連絡先も交換していなかったため、どうしようもなかった。

「次の日に届けようと思ったんだけど忙しくてね」

「すみません。ありがとうございます」

　お礼を告げたあと、沈黙がふたりの間に落ちてくる。

（まだ帰らないのかな……）

　早く立ち去ってほしいような、それでいて行かないでほしいような複雑な心境だった。

　舞花が手持ち無沙汰に手もとの書類をいじっていると、不意に篤志の手が伸びてくる。

　なにかと思いつつその手を見つめていると……。

「左手、貸して」

　理解に苦しむ言葉を投げかけられ、ぽかんと顔を見上げた。

「……はい？」

「左手」

　篤志はもう一度繰り返し、出した手の指を曲げ伸ばしして見せる。

「いいものをあげるから」

　いいものってなに？　と首をかしげながら素直に出すと、篤志はその手を両手で包み込んだ。

（なに？　なに？）

　舞花が戸惑っているうちに、その手が解放される。なにかを掴まされた感触に手を開いて確認すると、小さな包みのチョコだった。

「代わりにこれは預かっておく」

　篤志の手には、きらりと光るもの。

「……あっ！」

　なんと舞花のリングだった。手を包み込む動作に紛れて、舞花も気づかないうちに抜き取られていたようだ。

「返してほしかったら、俺と一緒に宿泊券を使うこと。時間とか詳細は紙袋の中にメモを入れてある」

「そんな……」

「じゃ、そういうことで」

　篤志は動揺する舞花に妖艶な笑みを残し、悠然と立ち去った。




　自分はいったいどうしたらいいのか。

　指輪を奪われ、一泊の旅行へ強引に誘われた舞花は、あれから考え込む時間が増えていた。

　好きなものが一緒で、話は合う。

　でも、それだけで篤志が舞花に対してそこまで熱くなる理由は今ひとつわからない。

　舞花はひとり、図書館近くのカフェで遅いランチをとりながら、窓の外を行き交う人をぼんやりと眺めていた。

　ふと、隣のテーブルにいるふたり組の女性の会話が耳に入ってくる。

「男の人って、基本的にモテる女が好きじゃない？」

　栗色の髪をおだんごにした女性がそう切り出すと

「あ、それすごくわかる。あるあるだね」

　ショートカットの女性が激しく同意する。

　どちらも二十代中頃。由良や妹の茜と同年代だろう。

　流行の服に身を包み、華やかで明るい、今どきの若い子といった感じだ。

「私の前カレがまさにそうだったんだ。付き合う前の話なんだけど、ほかの男の影がチラついた途端、猛烈なアプローチをしてきたの。ま、その影っていうのは嘘だったんだけど」

「え？　嘘？　悪女だなぁ」

　ショートカットの女性がクスクス笑う。

「だって、なかなか押してこないんだもん。だからね、『男友達に告白されちゃったんだけど、どうしようかな』って。そうしたら『誰にも渡すかよ』って」

「さすが！　演技派だね」

「恋に演技は必須。そして、男は」

「モテる女に弱い」

　ふたりの女性は、最後の言葉をハモって笑い合った。

　その会話が舞花の胸をチクリと刺す。カニクリームコロッケをナイフで割ったところで手を止めた。

（そっか。そうなんだ。……雪平さんも同じなのかも）

　そう考えると、これまでの篤志の行動に説明がつく気がした。

　舞花に彼氏がいると勘違いしているから、奪ってみたいいたずら心があるのではないか。

　ハイスペックなうえイケメンな篤志が、来年アラフォーになる舞花を本気で好きになるはずがない。ただ単に狩猟本能が刺激されただけ。

　だとしたら、舞花が振り向いた途端、篤志は満足して気持ちが冷める可能性が高い。そもそも自分で買った指輪を意味深な場所につけるような痛い女なのだ。

　彼を好きになって傷つく未来が、簡単に想像できた。

　それなら、傷が深くなる前に離れたほうがいい。

（彼氏がいるのは嘘だって、雪平さんに白状しよう）

　そうすれば、篤志の興味は舞花から逸れるだろう。

　舞花はそう決意して、残りのランチを食べ終えた。




　その夜。仕事を終えた舞花は、以前もらった名刺の住所を頼りに篤志の事務所へ向かった。

　図書館からは電車で二駅。改札を出て三分ほど歩いた、二十七階建てのオフィスビルの中にある。

　エントランスから入った右側にエレベーターが三基あり、その脇のプレートには様々な企業の名前がずらっと並んでいる。篤志の事務所は十八階だ。

　午後七時半を過ぎたため下りのエレベーターからはたくさんの人が降りてきたが、上りのエレベーターは舞花ひとり。ここまで来てから、篤志も帰っている可能性があると気づいた。篤志に正直に話す任務が重すぎて、そちらに意識が回らなかったのだろう。

（いないかもしれないけど、とりあえず行くだけ行ってみよう）

　エレベーターを降り、表示に従って事務所を目指す。十八階にはほかにもいくつか企業が入居している。事務所は、そのフロアの一番奥にあった。

　白で統一されたエントランスは、間接照明が淡い光を届けている。中央には金で縁取られた〝雪平法律事務所〟というプレートが掲げられ、その前に鏡面素材の電話台がある。

（あの電話で受け付けするのかな）

　ゆっくりと足を進め電話の前で足を止める。受話器を持ち上げる前に、舞花は大きく深呼吸をした。

（べつになんてことない。嘘をついていたって言うだけなんだから）

　これで篤志と会うのは終わりだろう。

　舞花が電話に手を伸ばしたときだった。右側にあるドアが勢いよく開き、男性が出てきた。

　目が合ったものの、ここで働いている人なのかどうか判断がつかず、軽い会釈にとどめる。とにかく電話だと思い、舞花が受話器を取ると

「えっと、なにかご相談事ですか？」

　その男性が声をかけてきた。

　栗色の髪は癖毛なのかパーマなのかふんわりとしており、女性でも通用しそうなかわいらしい顔立ちをしている。歳は二十代半ばといったところか。

「あ、はい。……じゃなくて」

　うっかり肯定した返事を慌てて否定する。法律的な相談ではない。

　男性は再びドアを開けると、中に向かって声を張り上げた。

「雪平さーん、お客様でーす」

　どうやら彼はここで働いているようだ。金バッジをしていないところを見ると、弁護士ではないみたいだけれど。

　ここがどこだかわかっているのに、篤志の名前を耳にして鼓動がドクンと弾む。

「中へお通しして」

　篤志の声が聞こえ、今度は緊張が身体を走った。

「どうぞ」

　男性に案内されて中に足を踏み入れると、エントランス同様に白い壁やパーティションで区切られた空間はスタイリッシュな雰囲気だった。

　すぐ目の前にはミーティングスペースなのか、大きなテーブルを囲むようにして椅子が並び、来客用の小さなソファセットもある。その右手側がワークスペースらしく、デスクがいくつかあった。

　その奥の一番大きなデスクで篤志が立ち上がる。切れ長の目が大きく見開かれ、動きが止まった。

「……舞花」

「お仕事中にごめんなさい」

　突然の訪問に戸惑う篤志に、慌てて頭を下げる。

「あ、いや、それはかまわない。けど、どうしたんだ」

「ちょっとお話が……」

　篤志はいぶかし気に目を細めながら、舞花のほうに歩いてきた。

「指輪なら今は返さないぞ」

　憮然とした顔で首を横に振る。

「そうじゃないんです」

　もちろん返してほしいけれど、本題はそこではない。とはいえ、舞花から打ち明け話を聞かされれば、篤志も呆れて指輪を返す気になるだろう。

「森川もりかわ、今日はもうあがっていいぞ」

　森川と呼ばれた男は興味津々に舞花たちの様子を見ていたが、篤志に言われて背筋をピンと伸ばす。

「えっ、あ、はい。でも、お茶とか淹れなくて平気ですか？」

「俺がやるからいい」

「わかりました。ではお先に失礼します」

　よほど舞花たちが気になるのか、森川は何度も振り返る。

　篤志は手で払うような仕草をして、「お疲れさま」と半強制で彼を帰らせた。

　いよいよふたりきりになると、忘れかけていた緊張が後戻りしてくる。

　篤志は舞花をミーティングスペースに案内し、部屋の隅にあるコーナーでコーヒーを淹れ始めた。

「指輪を返せって話じゃないとしたら、なに？」

　一番端の椅子に座った舞花の目の前に、コーヒーカップが置かれる。篤志は舞花のそばに立ったまま、自分用に淹れたコーヒーに口をつけた。

「ずっと言えなかったことがあるんです」

　膝の上に置いた手をぎゅっと握る。

「言えなかったこと？」

　篤志はテーブルに寄りかかって長い足を軽くクロスさせ、小首をかしげて舞花を見た。

　これを言えば終わり。篤志は自分にちょっかいを出さなくなる。

　もう会うのはおしまい。無理に約束を取りつけられた温泉も行かない。

　それを寂しいと思う自分がいると気づき、急いでその想いを封じ込める。顔を上げ、目で篤志を捕らえた。

「嘘をついていました」

「……嘘？」

　篤志の瞳が揺れる。

「彼氏なんていないんです。あの指輪は自分で買いました」

「……え？」

「三十四歳にもなって彼氏もいないって思われたくなくて、いる素振りをしていたんです」

　こんな事態になるのなら、そんな愚かな嘘をつかなければよかった。見栄っ張りもいいところだ。

　篤志は意表を突かれたような表情で舞花を見つめた。

　きっと蔑んだだろう。哀れな女だとも思っただろう。

「嘘をついてごめんなさい」

　最後に頭を深く下げ、舞花は立ち上がった。

　これでいよいよ終わり。あのキスも一緒に行った水族館も本の話も、すべて忘れよう。

　すっきりしたはずなのに、胸が痛むのはどうしてなのか。

「それじゃ、失礼します。お仕事中にすみませんでした」

「ちょっと待って」

　足を踏み出した舞花の腕を篤志が掴む。

「帰る気か」

「はい」

　情けない暴露話をしたあとで、ゆっくりコーヒーを飲めるほどタフではない。

「このままあっさり帰すわけにはいかないよ」

　掴まれた腕を引き寄せられ、そのまま壁に背中を押し当てられる。どうしてこんな状況になっているのかわからない。

　両手をバンザイする格好で拘束される。いきなりだったため抵抗もできなかった。

「彼氏がいないなら、遠慮する必要はないじゃないか」

　事態が思いがけないほうへ転がっていく。

「……呆れないんですか？　彼氏持ちだと思わせるために、自分で買った指輪を左手の薬指にはめていたんです。もうずっと、そんな人はいないくせに」

　自分で言って、やるせなくなる。

　ところが、舞花がそう言っても、掴まれた手の力が緩む気配はない。

「どうして呆れる？　キミに男がいないと知って、喜んでるように見えないか？」

　篤志はよく見ろとばかりに自分の顔を舞花に近づけた。

「彼氏がいるから奪ってみたかったんじゃないんですか？」

　そうじゃなきゃ、舞花は篤志に相手にされるレベルの女ではない。

「そんな軽い気持ちじゃない。略奪してでもほしいと思ったのはキミが初めてだ」

　魅惑的なセリフが舞花の鼓動を速めていく。

　ただ、篤志にそこまで想ってもらえる理由を舞花は見つけられない。自分はどこにでもいる、ごく普通の女だから。もっと言えば、この歳まで誰にも見向きもされずにきた女だ。

　走りだしそうになる気持ちを必死に抑える。

　それなのに、近づいてきた篤志の唇を素直に受け止めてしまった。

　優しく重ねていたのは数秒間。舞花が拒まないとわかった篤志は唇をそっと割り、熱を帯びた舌を挿入した。

「まっ……」

　待ってと言おうとした声が、篤志にかき消される。

　口腔内をゆっくりと旋回するかのように舌を動かしていた彼は、舞花の舌を捕らえ荒々しく絡ませた。

「……んっ」

　舞花が思わず手のひらをぎゅっとすると、篤志はそこに手を重ねて指を開かせ、祈りを込めるように握りしめる。

　唇だけじゃなく、指先まで熱い。

　舌を強く吸われ頭が白く霞み、脳内が痺れた感覚に陥る。

　キスひとつでそんなふうになるのは初めてだった。

　激しく重ねていた唇が解放され、酸素を求めて肩を上下させる舞花を篤志がしっとりと見つめる。

　絡めていた手を離し、舞花の頬に意味ありげに触れた。

「舞花」

　こぼれる吐息に混じって名前を呼ばれ、胸が悲鳴を上げそうになる。キスの最中でもないのに息が苦しくて、呼吸が荒くなった。

　ところが篤志が口を開きかけたそのとき、事務所のドアが突然開き、森川がドタバタと騒がしく入ってきた。

　とっさに篤志から離れ、舞花はドアに背を向ける。まだ熱をもって濡れた唇を指先で拭った。頬がありえないほどに熱い。

「……あ、お邪魔でしたー？」

　ふたりの間の空気を察したのか、森川が能天気に頭をかく。

　舞花は森川に背を向けたまま、隠れられるわけでもないのに身をひそめた。

「騒がしいヤツだな。どうしたんだ」

「すみません。忘れ物しちゃって」

　森川がアハハと笑うと、今度は事務所内の電話が鳴り始める。

「あ、俺が出ますよ。続きをどうそどうぞ」

　そう言われてできるような続きではない。

　森川は素早く受話器を持ち上げ、「雪平法律事務所でございます！」と元気いっぱいに応答した。










第四章

恋に落ちた、あのとき











　雪平法律事務所は、篤志が代表を務める弁護士事務所である。

　企業活動に伴って発生する諸問題を解決するための、法律サービスの提供が主。例えばＭ＆Ａ、証券発行などによる資金調達、特許権侵害訴訟、企業不祥事対応などである。

　朝一でかかってきた電話は、事業継承についての相談だった。

　従業員は弁護士を志す二十六歳の森川のほかに、事務的な仕事を受け持つ五十歳の芙美子のふたり。

　総勢三名のこぢんまりとした事務所だが、顧問契約を結ぶ企業は大手から中小まで数多くある。

　篤志が通話を終えて受話器を置くと同時に、出勤してきた森川が真っすぐに篤志のもとへやって来る。大きなリュックを背負ったまま、篤志のデスクに両手を突いた。

「雪平さん、昨夜はあのあとどうしたんですか？」

　ニコニコよりはニヤニヤといったほうが正しい顔つきだ。おもしろい話を聞けると、期待に目を輝かせる。

「森川くん、出勤したらまずは挨拶でしょう？」

「あ、ですね。おはようございます」

　芙美子に諭され、出遅れたが素直に挨拶をする。

「はい、おはよう。それとリュックも下ろしたら？」

　続けざまに指摘され、森川はそそくさとリュックを自分のデスクに置いた。

　芙美子には森川と同年代の息子がおり、彼には母親同然の接し方をする。もともと世話好きな性格なのもあるのだろう。ぽっちゃりとした体型とにこやかな顔が、人に安心感を与える。人との繋がりが物を言う弁護士事務所としては、とてもありがたい存在だ。

「はい、コーヒーですよ」

　朝一で篤志にコーヒーを淹れるのが日課で、今も電話が終わるのを待ち、篤志が喉の渇きを覚えた絶好のタイミングでデスクに置いた。

「ありがとう」

　微笑みながら芙美子にお礼を言うと、その脇から森川が再び顔を出す。

「雪平さん、聞いてますか？　昨日の話ですよ。綺麗な人でしたねぇ」

　聞きたくて仕方がないといった様子だ。

　だが、どうもこうもない。昨夜はあのあと、森川から電話を引き継ぎ、その通話の最中にまずは森川が帰り、舞花もあとを追うようにして事務所を出ていったのだから。

「森川が聞いて楽しい話はないぞ」

　憮然と返す。

「あれれ？　やっぱ俺、邪魔した感じですか？」

　ギロッと睨み上げたものの、森川はその視線の意味に気づく様子もない。

　とはいえ、舞花と知り合えたのは森川のおかげでもある。

　無理やり行かされたカフェで、当初来る予定だった森川の友人の代わりに来たのが舞花だったのだから。

　彼女を初めて見かけたのは半年ほど前のこと。いつものように出向いた合同図書館で文献を借り、隣に建つ区立図書館の閲覧室へ向かおうとしていたときだった。

　その図書館は大きな窓を有する造りのため開放感があり、ひとり分ずつテーブルが仕切られた閲覧室の一角は、篤志のお気に入りの場所でもあった。

　分厚い資料を片手に通路を歩いていると、ふと朗読の声が耳をかすめる。足を止めてみれば、会議室では小さな子どもを対象にした読み聞かせが行われていた。

　絵本を子どもたちに向け、耳に心地のいい優しい声で読んでいたのが彼女、舞花だった。

　穏やかに微笑みながら、ときに感情を滲ませ声色を変える。子どももみんな耳を澄ませ、夢中で聞き入っていた。

　それは偶然通りがかった篤志も同じで、ついラストまで会議室の出入り口に突っ立っていた。

　読み聞かせを終えたあとの舞花は、子どもたちから次々と投げかけられる質問にひとつずつ丁寧に答え、一緒に頭を悩ませる。

　彼女の周りだけベールを張りめぐらせたような優しげな雰囲気は、その頃Ｍ＆Ａのトラブル解決のために疲弊していた篤志をやけにホッとさせた。

　不定期で開催されている読み聞かせイベントは、その後もたまに見かけ、時間が許す限り篤志もドアからこっそり聞いていた。……というよりは、彼女の顔を見に行っていたと言ったほうが正しい。

　いつの間にか彼女に惹かれている自分に気づいたが、ちょうどその頃、左手薬指に光るリングを見つけ、恋人の存在を思い知る。

　彼女のように子どもにも好かれる可憐な女性に、男の影がないはずもない。

　彼女が幸せなら、それでいい。突然見知らぬ自分から想いを告げられたところで、彼女を困らせるだけ。

　そう言い聞かせ、気持ちを封印してきた。

　ところがあの夜、別の女性と待ち合わせた場所に彼女が現れた。封印したとはいえ、動揺しないわけがない。立ち去ろうとする彼女を引き止め、一緒にいる時間を長引かせた。

　だが、それがまずかった。

　話せば話すほど彼女への想いが大きくなり、抑えが効かなくなっていく。

　奪いたい。いっそ、舞花を恋人から。

　自分勝手は百も承知だった。平穏であろう舞花の恋路に波風を立てるような真似だ。

　でも心はそう簡単に制御できない。舞花にも奪うと宣言し、そのとおりの行動に打って出た。

　最初こそ警戒していた舞花も、同じ趣味の本の話題になると饒舌になる。楽しそうにミステリーの話をする彼女は本当にかわいらしく、篤志の話にも目をキラキラと輝かせた。

　三十五歳にもなれば恋愛はそこそこしてきたが、これほど本の趣味が合う女性は初めてだった。

　昨夜の舞花の衝撃的な告白に、冷静を装いつつ篤志が飛び上がるほどに喜んだのは言うまでもない。

　ふたりの間に障害と呼べるものは、なにひとつなくなったのだ。

「あー！　なにひとりでニヤニヤしてるんですかー？」

　なにも話しださない篤志にしびれを切らせた森川が、指を差しながらちゃちゃを入れる。

「早いところ仕事に取りかかれ。債権回収の契約書はできているんだろうな」

「あっ……い、今すぐ仕上げます！」

　篤志のツッコミに背筋をピンと伸ばし、森川が慌ててデスクに向かう。

　その横顔を眺めながら、篤志は無理やり約束を取りつけた小旅行に想いを馳せた。

　絶対に舞花を手に入れてみせる。

　強く念じて篤志がパソコンに目を移したところで、バーンと勢いよくドアが開き、冷たい外気と一緒に賑やかな人間が入ってくる。

「寒い寒い！　今朝はいきなり気温が下がったわねー」

　トレンチコートの襟を立て、身体にぐるぐるに巻いていたショールを外したのは、本田ほんだ美乃里みのり、篤志の大学時代の友人だ。

　ワンレンボブにパンツスーツを着込み、いかにもできる女風。派手な顔立ちをした迫力のある美人だ。真っ赤な口紅は大学時代から愛用しているブランドらしい。

　ワークスペースのほうに当たり前のように踏み込み、近くのデスクから椅子を引っ張って、そこにドーンと腰を下ろした。

　篤志と同じく弁護士だが、専門は離婚関連。父親が経営する事務所で、日々ドロドロとした離婚劇を目の当たりにしている。

「朝から騒がしいな。もうちょっと静かに入ってこられないのか」

「失礼ね。誰が騒がしいのよ。ねぇ、森川くん」

　篤志にチクリと釘を刺された美乃里は、隣のデスクにいた森川の背中をペシッと叩いた。

　その反動で森川の身体が前のめりになる。

「イテッ！」

「このくらいで大の男が痛がるなんて、やぁねぇ。芙美子さーん、私にもコーヒーちょうだーい」

　篤志のデスクにコーヒーがあるのを見た美乃里が、右手をあげてひらひらとする。自分の分もとせがんだ。

　美乃里の傍若無人ぶりは今に始まった話ではないが、こうしてたまにここへやって来ては、好き勝手に振る舞う。

　芙美子も森川も持て余しているが、篤志の友人のため強くは出られない。

「おい、美乃里、いい加減にしないと出禁にするぞ」

「大切な友達でしょ？　そんな冷たいことを言わないの」

　大学時代から弁護士を目指してきた者同士、互いに切磋琢磨してきたのはたしか。友人なのも間違ってはいない。裏表のないところは彼女の長所なのだろうが、たまに度が過ぎるため、篤志はつい冷ややかな態度になるときがある。

「それで今日はなんの用だ」

「これからクライアントに会うのよ。この近くにその人のオフィスがあるらしくて、下のコーヒーショップで待ち合わせしてるの」

　朝から離婚相談とは、なんともヘビーだ。

「それならそこで待っていたらどうだ」

　わざわざここまで上がってくる必要はないだろう。

「篤志の顔を見にきたのに、突き放して言わなくてもいいんじゃない？」

　美乃里がデスクに頬杖を突いたタイミングで、芙美子がコーヒーを置いた。

「はい、どうぞ。本当に今日は冷えるわね。冬はまだ先だっていうのに」

「篤志の態度の冷たさに比べればマシだけど」

　余計なひと言に芙美子は苦笑いだ。

「芙美子さん、ありがとう。んー、いい香り」

　美乃里は首を軽く横に振りながら鼻をクンクンさせ、すぐに口をつけた。

「それにしても毎日ほんとに気が滅入るわー。これだけ離婚調停にかかわってくると、結婚に夢なんてもてなくなるし」

「結婚する相手もいないだろ？」

「失礼ね！　これでもモテるんだから！」

　それは、あながち間違いではない。言い寄る男が後を絶たなかった大学時代は、それこそ次から次へととっかえひっかえだった。

　歳を重ねて少しはおとなしくなったようだが、サバサバした性格と美貌に惹きつけられる男は多いらしい。

「篤志だって、いつまでも結婚しないじゃない。あ、私たち、結婚しちゃう？　弁護士同士で悩みを分かち合って、意外とうまくいくかもしれないわよ？」

「遠慮しておくよ」

　美乃里と結婚したら、気が休まるときがなさそうだ。

　篤志があっさり断ると、美乃里は不満そうに唇を尖らせた。

「美乃里さん、雪平さんなら無理ですよ。最近、できたみたいですから」

「できたって？」

　意味深な発言をした森川に美乃里が顔を向ける。

「彼女ですよ、彼女。それも綺麗な」

「……え？」

　美乃里の目が一拍、間をおいて点になる。

「おい、森川」

「あっ、すみません」

　森川がしまったとばかりに口に手をあてる。鋭い目で篤志に制された彼は、身体を縮めてパソコンのモニターの陰に隠れた。

「なに、篤志。いつの間にそんな人ができたの？」

「べつにできてない」

「嘘ばっかり。森川くんが嘘をつくわけがないもの」

　どことなく焦ったような口調で美乃里が目を吊り上げる。

　モニターからこっそり覗き見していた森川を篤志が睨むと、彼はそそくさと首を縮めた。

（ったく、森川のやつ、余計なことを）

　小さくため息をつき、篤志が壁掛け時計を指さす。

「そろそろ時間じゃないのか？」

「……なにが？」

　篤志の指摘がすぐに理解できないらしく、美乃里はぽかんとして首をかしげた。

「だから、クライアントと待ち合わせしてるんだろう？」

「あっ、そうよ。そうだったわ。その話、今度詳しく聞かせなさいよ」

　銃を撃つような仕草をした右手を篤志に向け、美乃里はようやく事務所から出ていったのだった。










第五章

心もカラダも囚われて











　翌週の土曜日、舞花は早番のシフトで四時に退勤し、自宅アパートの前で篤志の車を待っていた。

　手には小さなボストンバッグ。これから篤志と、例の温泉宿へ行く予定になっている。

　あの日、図書館に現れた篤志から手渡された紙袋には、ぬいぐるみと本のほかに、綺麗に折りたたまれたメモが仕込んであった。

　そこには篤志の連絡先と温泉宿へ行く日程が書かれていたが、その日時がちょうど舞花のシフトで休みの日曜日と重なっていたのには驚かされた。実は篤志が、舞花の休みを由良にこっそり聞いていたらしい。

　呆れられるのを覚悟で彼氏がいないと篤志に白状した夜、思いがけず彼から想いを告げられ、舞花は驚いた半面うれしくもあった。

　時間ぴったりに舞花の前に篤志の車が停車する。

　降り立った篤志が、どこかホッとしたように笑う。強気に出たくせに、舞花が一緒に行くか半信半疑だったのか。

　篤志は舞花の荷物をさっと奪い取り、後部座席に置いた。

　エスコートされるように助手席に乗り込み、車が発進する。

「来てくれないんじゃないかと思った」

「指輪を返してもらっていないので」

　だから一緒に行くのだと、自分を正当化した。

　本当は違う。自分の中に芽生えた想いに気づいているくせに。とっくに篤志を好きだと、本当は。

　なかなか素直になれないのは、長らく恋愛から遠ざかっていたせいで臆病になっているから。篤志のように洗練された男が、婚期もとっくに過ぎた冴えない自分をいつまでも好きでいてくれるとは思えない。そんなマイナス思考が舞花にブレーキをかけさせた。

「あれ、読んだ？」

　走りだした車の中、篤志が話を切りだす。

　彼が貸してくれたミステリーの話だろう。迷宮入りした難事件の解決に挑むため、ある組織がさまざまな推理を駆使していく話だ。

　本の話題を出されると、一気にテンションが上がる。

「はい。これでもかっていうほどの謎解きの多さに興奮しました」

　既存のミステリーと違い、多重推理を楽しめる作品だった。

「時効間際のせめぎ合いがすごかっただろう？」

「そうなんです！　もうドキドキしちゃって、じっと読んでいられなくなるくらい！」

　つい興奮して声が弾む。

　舞花は本を手にしたまま、部屋をうろうろした真夜中の自分を思い返した。興奮して、座ってすらいられなかったのだ。

「やっと俺の知る舞花になったな」

　ドキッとして篤志の横顔を見ると、彼は唇の端をにっと上げて微笑んでいる。急加速で鼓動が走りだす。

〝俺の知る〟などと、秘密めいた言い方も引き金だ。

「それで、指輪は……」

　それをごまかそうと話題を変えた。

「心配しなくても返すよ。逃げずに明日まで俺と一緒にいればね」

　逃げるつもりはないけれど、自分はいったいどうなってしまうのかと不安でならない。

　ひと晩ふたりで過ごすとなれば、いくら恋愛から遠ざかっていた舞花といえど、なにが起こるのかの予想は簡単である。

　自分の気持ちはたしかなものなのに、覚悟ができていない。気持ちのまま素直になるのが怖いのだ。そんなことは初めてだった。




　それから夕方の渋滞を抜け、二時間ほどして着いたのは、湖を見下ろす山腹にある温泉宿だった。

　日はとっくに落ち、ライトアップされた重厚な日本家屋が闇夜に浮かび上がる。間口の広いエントランスからあたたかな光が漏れていた。

　飴色のフローリングは手入れが行き届いてピカピカ。ロビーは太い梁が張りめぐらされ天井が高く、開放感もある。

　篤志が手続きを終えると、薄紅色の着物を着た仲居が「こちらです」と先導した。

　長い廊下を歩き、広縁で草履に履き替える。舞花たちが案内されたのは、離れに佇むヴィラだった。

　竹を組んだ塀がぐるりと囲んだ、古民家のような趣のある建物。敷地内には露天風呂もある。

（あのチケット、こんな高級そうな部屋だったの？）

　高級温泉宿とは書かれていたが、部屋はあくまでもスタンダードだったはずだ。

　舞花が不思議そうにしているのに気づいた篤志が口を開く。

「グレードアップしたんだ」

「えっ？　そう、なんですか」

　なんと篤志が部屋を変更したという。

　どうしてそうしたの？　と思ったそばから、魅惑的な誘い文句が篤志から飛び出す。

「舞花と特別な夜を過ごそうとね」

　しかも眼差しまで熱い。

　なんとか目を逸らし、仲居の説明を聞くふりをして部屋を見て回る。

　リビングスペースはシックなソファセットが置かれ、落ち着いた雰囲気を醸し出している。その隣には小上がりの畳のスペースもあり、和洋折衷といった風情だ。ドアを隔てた向こう側には、セミダブルサイズのベッドをふたつ並べた寝室があった。

　置かれた自分の状況から生々しい想像をして、急いでベッドルームから離れる。

「すぐに食事になりますので、準備ができましたら先ほど受付をした建物のほうへお越しくださいませ」

　仲居がそう言って去ると、急にふたりきりを意識させられる。

「すぐに行けるか？」

　篤志がそばに立っていたと気づき、肩がびくんと弾む。

　舞花のそんな反応を楽しむように微笑むと、篤志は肩を抱いて部屋を出た。




　畳敷きの個室で出されたのは、地元の食材を使った懐石料理だった。美しい盛り付けは目を楽しませ、繊細な味は舌を満足させる。

　少量味わった地酒のせいか、ほんのりと身体が熱い。

　食事を終え、ヴィラまでのわずかな間の外の空気がやけにひんやりとしているのは、身体が火照っているせいなのか。それとも街よりも標高が高いせいなのか。

　ごく自然に篤志に手を繋がれ、部屋まで戻ってくる。

　庭の露天風呂に入ろうと誘われたが、舞花は頑なに拒絶した。ここまで来たくせに、篤志とそんな関係になっていいのかと、今さら及び腰になる。

　三十四という年齢は、こんなにも不器用で、素直になれないものなのか。

　でもそれは、舞花限定なのかもしれない。同年代はもっと器用に恋をしているだろう。

　結局篤志ひとりが露天風呂を使い、舞花は部屋のバスルームを使った。それでもジェットバスやミストシャワーのついた贅沢なもので、舞花には十分すぎるほど。

　そうしてすべきことを終えると、時間を持て余してしまう。

　舞花はソファの隅に所在なく、ただ黙ってちょこんと座っていた。

　そこへ篤志が、ワインクーラーで冷やしたワインを運んでくる。

「少し飲もう」

　篤志がすぐそばに座ったものだから、ついお尻をずらして間隔を空ける。意識しすぎもいいところだ。

　篤志は軽く鼻を鳴らして苦笑いだった。

　ワイングラスに注がれるロゼ。淡い桜色のグラスの向こうに、庭に灯されたライトが映り込んでロマンチックに揺れる。

（これからどうなるの……）

　胸が高鳴るのは期待なのか、不安なのか。自分でも説明がつかない。

　どうせなら、酔って感覚を麻痺させてしまおうか。

　ずるい考えが浮かぶくらい余裕はなく、ついワインのピッチが上がる。

　ミステリーの話でもすればいいのに、こんなときに限って頭の中は真っ白。普段は篤志もしゃべるほうなのに、静かにグラスを傾けるばかり。なにを考えているのかつかめない。

「あの、雪平さん」

　沈黙に耐えかねて口を開くと、篤志はゆっくりと視線を舞花に向けて、なに？　と首をかしげた。アルコールのせいか、その眼差しがしっとりと艶めいていて、舞花は言葉が続かなくなる。その視線に捕らわれた。

　テーブルにグラスを置き、ふたりの間隔を詰めた篤志が舞花からグラスを取り上げる。

「そろそろワインはやめよう。酔って舞花の記憶がなくなるのは避けたい」

　どんな記憶か、なんて初心ぶって聞く年頃ではない。言葉の意味を察して、鼓動が大きく弾んだ。

「ひとつ聞いてもいいですか？」

　どうしても、もう一度確認せずにはいられない。

　篤志は「なに？」と優しい声色で聞き返した。

「この前のことは……本気、ですか？」

　舞花の声が小さくなるのは、まだまだ自信がもてないから。

『略奪してでもほしいと思ったのはキミが初めてだ』

　何度考えてみても、そこまで言ってもらえるような女ではないのだ。

「本気だ」

　篤志がそう言った途端、胸の奥がきゅうっと縮まった。

「舞花は？　舞花は俺をどう思ってる？」

「私は……」

　同じような質問で切り返され、言葉に詰まる。そう聞かれるとは想定していなかった。

　でも、自分だけはぐらかすのはフェアじゃない。

　顔を上げ、篤志を見る。見つめるというよりは、頼りない視線になった。

　早く言えと急かすように、ドクドクと血流が一気に心臓に集まるのを感じる。

「……私も好き、です」

（心臓が爆発しそう……）

　あまりにも速く鼓動が跳ねるものだから心配になる。

　鼻からふっと軽く息を漏らして優しく微笑んだかと思ったら、篤志は力強く舞花を引き寄せて唇を塞いだ。

「――んっ」

　彼の胸を押し返したのは最初だけ。唇を割って入ってきた熱い舌に即陥落。もはや形ばかりの抵抗も同然だった。

　篤志の胸のあたりで硬直していた右手はとられ、指が絡められる。もう片方の篤志の手は、舞花の腰を密着するほどに引き寄せた。

　吸い込まれてしまうのではないかと心配するほど唇も舌も食まれ、息もつけない。いつかのキスよりも激しく、官能的だった。

　不意に立ち上がった篤志が、舞花を軽々と抱き上げる。

「ま、待って！」

　どこに連れて行かれるのかは聞かなくてもわかる。でも、引き留めずにはいられない。

　身体を重ねたら、きっともう引き返せなくなる。そんな不安が「待って」という言葉になって口から出た。

「待て？　そんなの今さら無理だ。好きな女とこんなところに来て、自分を制御できるほど俺はできた男じゃない」

　低く甘い声と、扇情的な瞳が舞花の心を強烈に揺さぶる。

　ここで、篤志に嫌だと首を振れる女性はいないだろう。

　そう感じるのは、それほど強く篤志に惹かれているからなのかもしれない。

　抱き上げられたまま、ほぼ無抵抗の舞花はベッドルームに連れられる。ダークブラウンのファブリックで揃えられたベッドに、篤志は舞花を丁寧に下ろした。

　抱き上げられたときにスリッパは脱げ、素足の膝を所在なさげに抱える。

　そんな舞花の前に篤志も身を乗り上げ、膝を突いた。

「おいで」

　そう言われても身体がこわばって動けない。ただ息をひそめて篤志の胸もとに目線を泳がせた。

　仕方がないなといった様子で篤志がクスッと笑う。

　それにつられて視線を上げると、伸びてきた篤志の手に引き寄せられ、その腕に抱き留められた。

　髪を優しく梳く手とは裏腹に、奪われるようにキスされる。舐められた唇に生温かい感触が走り、甘い吐息が零れた。少しだけ嗜んだアルコールの香りが、目覚めろと官能を煽る。

　篤志の指先が、敏感になった舞花の背中を意味ありげになぞっていく。上へ下へと予測のつかない動きをしていたその指が、不意にヴィラ仕様のシルクのパジャマの中に侵入した。

「あっ……」

　舞花が驚いて戸惑っているほんの一瞬のうちに合わせ目を解かれ、キャミソール一枚にさせられる。

　急いで腕で隠そうとしたが、さらなる早業で脱がされてしまった。瞬く間に暴かれた上半身。

「待って……！」

　両腕をクロスさせてなんとか胸を隠した。

　こういった経験がまったくないわけではない。でもそれも十何年も前のうえ、片手で足りるくらいの経験数。レベルで言えばバージンも同然だし、どうしたらいいのか不安でいっぱいだ。

　それに、スタイルに自信もない。

「待たないと言っただろう」

「ひゃっ」

　言うなり篤志にベッドに押し倒された。交差させていた腕をあっさりと解かれ、篤志の片手でベッドに縫い留められるようにされる。あまりの恥ずかしさに、自分を見下ろす彼の焼けつきそうな視線から顔を背けた。

「舞花」

　これ以上ないほどの優しい声色で名前を呼ばれ、おそるおそるといった具合に目を合わせる。胸の高鳴りが苦しくてたまらない。

「俺だけでいっぱいにしてやる。ほかにはなにも考えられなくなるように」

　それなら、とっくにそうなっている。舞花の頭も心も、篤志でいっぱいだ。

「余計なことは考えるな」

　身体に重みを感じた次の瞬間、胸の膨らみに手をあてられる。

「あ、んっ……」

　下から持ち上げるようにしてはやわらかく掴み、ふるふると優しく揺する。そうかと思えば、胸の形が変わるほど強く揉まれ、同時に首筋を這った唇がピリッとした痛みを走らせた。

　そうして胸を揉みしだかれているうちに、先端が硬くなっていくのが自分でもわかった。胸から全身に、熱がじわりじわりと広がっていく。もう、逃れられない。

　緩やかに上がっていく息の中、篤志の唇がいよいよその頂点に触れる。

「やっ、んああっ……！」

　その刺激を待っていたのか、背筋が弓なりになった。天井に胸を突き上げ、身体をくねらせる。そのまま舌先でコロコロと転がされ、ゾクゾクとしたものが全身に走った。

　忘れかけていた感覚が蘇っていくと同時に、身体の奥に一気に熱が灯る。下腹部がジンと痺れてもどかしい。

　その間も絶えず胸に与えられる刺激に気を取られているうちに、篤志にショーツごとパジャマを脱がされた。

「い、いやっ……」

　驚きに思わず声をあげると、篤志は楽しげに口を三日月のようにする。

「いや？　本当にそう？」

　言いながら内腿をツツッと指先でなぞる。くすぐったさにも似た気持ちよさに身体がピクッと震え、足を擦り合わせた。

　そこに挟み込んだ篤志の手が再びそろそろと動きだし、すぐにも秘められた場所へ到達する。

「あぁっ！」

　自分で触ったわけでもないのに、ぬるりとした感触を覚える。篤志にそれを暴かれ、あまりにも決まりが悪くて顔を両手で覆い隠す。恥ずかしくていられない。

　甘くほとばしる蜜を味わうようにして、篤志の指が割れ目を侵略していく。そのうちに聞こえてきたピチャピチャという水音が舞花の羞恥心を煽り、いっそう快感に濡れる。

「……あっ、あぁ……んっ、ふぅ……」

　声を抑えていたのは最初のうちだけ。こらえきれずに唇から鼻にかかった声が漏れた。

　このまま篤志と最後までいったら、本当に後戻りができなくなる。いっときの感情に流されるのをためらうのは、年齢的なものなのか。恋はもう諦めていたのに、手に入った今、失うのが怖い。

　その反面、与えられる快楽からも逃れられない自分がいる。

　しばらく蜜窟で遊んでいた指先が、もっとも敏感な場所に触れた。

「ひゃあ……んっ、ああっ……」

　これまでにない快感が突き抜け、舞花は我慢できずに腰を持ち上げる。

　すでにぷっくりと膨らんでいた花芽を親指と人差し指でつまんだり、指先でかいたり。篤志に翻弄され、未来など考えられなくなっていく。

　今ここにある快楽に溺れてしまいたい。

「舞花、すごいことになってるよ」

　秘めた場所から離した手を舞花の顔の前にかざす。暗がりでも濡れて光っているのがわかり、篤志が指を開くと、その間に細い糸が引いた。

　恥ずかしさに顔がカーッと火照る。

「――っ、雪平さんの意地悪」

　目の前の手から顔を背けた。

「意地悪でもいいけど、雪平さんってのはやめようか」

　それならなんと呼べばいいのか。

　顔をそっぽに向けたまま、視線だけを動かして篤志を見る。

「俺の名前は？」

「……篤志、さん」

　口を小さく開いて答えると、篤志は舞花の顎を自分のほうに向けた。真正面で篤志が妖しく微笑む。

「じゃ、そう呼んで」

　すぐさま唇が塞がれる。呼べと言うわりに、呼ぶ隙もなかった。

　それと同時に、とろとろになった蜜窟に再び指が触れる。

「んん……あっ、ふぅ……んっ……」

　塞がれた唇の隙間から舞花の声が漏れる。キスをされながら花芽をいたぶられ、身体がビクンビクンと跳ねる。しばらく浅いところを行き来していた指が、蜜を溢れさせる園にゆっくりと沈んでいく。

「力抜いて」

「やっ、あぁーっ……」

　指の付け根まで深く入れた篤志は、その先をくねらせ、蜜襞を指の腹で撫でる。さらには胸の頂を咥え、音を立てて吸いたてた。

「んっ……あぁっ、そこダメっ……！」

　いくつもの刺激を受けた身体がどんどん蕩かされ、乱されていく。舞花はシーツをぎゅっと掴み、なんとか自分を保とうとするが、それすら見透かしたように篤志は花芽まで指先でこする。

「やーっ、も、ダメなのっ、それ……んぁっ……」

「舞花、もっと感じろ。俺以外はいらないと言ってくれ」

　どこか懇願するように、篤志が舞花の耳もとで吐息混じりに囁く。

「そ、そんなこ、とっ」

（そう言ったら、この先もずっと一緒にいてくれるの？　いっときの感情じゃなくて……永遠に……）

　重い女だと思われるのが怖くて、もちろんそんなことは言えやしない。

　絶えず身体をかけ抜けていく微弱な甘い電流に誘われ、徐々に足は開き、快感を受け止めた身体が波打つ。

　抜き挿しする指を二本に増やされ、舞花は今にも達してしまいそうになる。

「や、ほんと、に……まっ、て……んんっ、あっあぁ……ゆき、ひらさ……っ」

「だから雪平じゃない。名前で呼べないなら、ここでやめるよ」

　篤志の意地悪なひと言で、すべての動きが止まる。

　中途半端なところで放り出され、快楽を求める身体がじりじりと焼けつきそうになる。

「……いや、お願い」

「続きをしてほしい？」

　挑発するように目を細め、篤志が舞花を扇情的に見つめる。

　こくこくと頷き、舞花は篤志の腕を懇願するように掴んだ。

「……篤志さん、お願い」

「もう一回言って」

「篤志さん、やめないで」

　潤んだ瞳で訴える。そんな舞花を見て愛しそうに微笑んだ篤志は、彼女の濡れそぼった園へ指を奥まで一気に挿入した。

「あああっ……」

　待ち望んだものを咥え込み、腰がベッドから浮き上がる。先ほどよりも早い動きの指が、すぐさま舞花の興奮度合いを高めていく。

　真っ赤に膨らんだ花芯もいたぶられ、呼吸がどんどん浅くなる。

「あっあっあっ……んっ、もうダメっ！　やっあ、篤志さ、ん……んあっ……」

「いいよ、イキな。もっとよくしてあげるから」

　篤志の指の動きがさらに速くなる。奥のほうをかき回され、舞花はイヤイヤをするように頭を横に振った。

　もう自分がどうなるのかすらわからない。止めどなく溢れる快楽にどうにかなりそうだ。

　そして次の瞬間、舞花は身体を激しく仰け反らせた。

「あぁっ！　あ、つし、さん……！　んあっ、あぁ……」

　シーツを握りしめていた手から力が抜ける。秘部がヒクヒクと痙攣しているのを感じる。

　脱力しながら薄目を開けると、篤志は口で開封した袋から避妊具を取り出した。

　いつの間にか篤志もシルクのパジャマを脱いでおり、鍛え上げられた逞しい肉体が薄暗闇の中、浮かび上がる。その中心に猛々しく反り立ったものを見つけ、舞花は慌てて目を逸らした。

「入れるよ」

　舞花の両膝を立たせ、篤志がその間に腰を滑り込ませる。

　達したばかりの蜜窟に、たとえようもないほど熱く、硬い塊が押し当てられる。

「……んん……っ」

　メリメリと音がしそうなほどの圧を感じて、深い息を漏らす。

　篤志も窮屈に感じるらしく、苦しそうに顔を歪めた。

「……っく、狭いな。舞花、もう少し力抜けるか？」

「む、りで、す……」

　そうしたいのはやまやまだが、どうしても身体が強張る。初めてでないとはいえ、その経験はもはや記憶の彼方。セカンドバージンだ。

「久しぶりな……んで、す」

　強烈な圧に声が途切れ途切れになる。

「久しぶり？　……なんかムカつくな」

　篤志の声のトーンが落ちる。

（ムカつくって？　久しぶりの女じゃ楽しめないって意味？）

　舞花が不安に包まれた次の瞬間。

「それじゃ、これはどうだ」

　篤志の手が舞花の花芽に伸びる。

「あっ、あぁんっ」

　ついさっき達したばかりの敏感な部分をなぞられ、あられもない声が舞花から漏れる。強弱をつけて愛撫され、強烈な圧迫感もかすかな痛みも忘れていく。それどころか違う刺激を貪欲に求めたくなり、篤志を熱く見つめた。

　篤志のものを半分ほど飲み込んでいた蜜窟はヒクつき、その反動で〝彼〟を根元まで飲み込む。

「……っ入ったぞ、舞花」

「は、い……」

　篤志は舞花の両足に手を添え、ふぅと深く息を吐き出す。

「ゆっくり動くぞ」

　その言葉のとおり、ゆったりとしたリズムで篤志は腰を動かし始めた。しかも、悦びに膨れ上がった花芽までクリクリと親指で押しては回す。

　繰り返し与えられる二種類の快楽がたまらない。

「ダ、ダメぇっ、もうっ、あっ、あ……」

　ぐっと突かれるたびに、奥から新たな蜜が溢れてくる。クチュクチュとした水音がとても卑猥で、舞花をいっそう乱れさせ、自分の腰まで自然に動く。

　少しずつ抽送のリズムが速まっていく。その振動で揺れる舞花の真っ白な胸に、篤志の手が伸びてきた。両手で包み込まれ、強く揉み上げられると、先端がジンと痺れる。篤志はペロリと舐めた指先で、硬くなった先端を転がしてはつまんだ。

「んあぁっ、んん……、やぁっ……！」

　次から次へともたらされる甘美な刺激に、舞花は嫌でも背中が反ってしまう。

　下腹部を激しく突き上げられ、次第に頭が朦朧としてくる。何度も打ち寄せる快感の波に、頭も身体もどうにかなりそうだった。

　身体を前に倒し、篤志が舞花を抱きしめる。それでもやまない激しい律動。

「どれくらい前、なのか知らないが……そのときの記憶も全部……俺に塗り替えてやるっ」

　耳もとに唇を寄せ、篤志が切れ切れに囁く。

「……もう、ずっと……ずっと昔、ですから。……んっ、あっ……」

「ずっと昔だろうが、舞花の……ここにべつのヤツが入ったとか……っく、気が狂いそうになる」

　こんな場面で独占力をあらわにされ、舞花の身体は火がついたように熱くなる。篤志の言葉でより感度が増したようだった。

「……好きっ。……好きなんです、篤志さんがっ」

「もっと言え。……もっと、俺を欲しがれ」

　さらに激しく突き上げ、篤志が舞花の身体を揺さぶる。

「あっあっ、ああぁっ……も、ダメ……やっ、あ、つしさ、ん……好きっ……！」

「くっ、俺ももう限界だ」

　篤志も苦しげに息を漏らす。

「あああっ……！」

　快感が大きく波打った次の瞬間、舞花は首ごと背中を反らせ、篤志も薄い膜越しに白濁をほとばしらせたのだった。




　翌朝、舞花はベッドに篤志を残したまま、ヴィラの露天風呂にひとりで入っていた。

　もうすぐで終わりを迎える十一月の朝の空気は、冷たいはずなのに心地いい。徐々に上りつつある太陽の光を浴びた庭は朝露で艶めき、凛とした静けさの中にある。

　無色透明のやわらかなお湯に浸かりながら、舞花は両足を伸ばして息をついた。

　身体には、篤志がつけたと思われる無数の赤い痕がある。それを見れば、当然ながら思い出すのは昨夜のワンシーン。篤志の熱いまなざし、甘い囁き、そして自分の口から漏れたと思いたくないような嬌声。そのうえ、どさくさに紛れて篤志に好きだと放った言葉まで蘇った。

（やだな、私、あんなこと言っちゃって……）

　篤志に乱され、恥ずかしげもなく叫ぶように言った自分にも驚きでいっぱいだ。篤志と顔を合わせるのが怖い。

　いっそ篤志が目覚める前に旅館を出てしまおうか。

　そんな極端な考えまで浮かぶほど、舞花は自分の言動に動揺していた。

　ところが、そんな企みは呆気なく潰される。篤志が庭に出てきたのだ。

「驚かせないでくれ。起きたら隣にいないから、ひとりで帰ったんじゃないかと思ったじゃないか」

「ごめんなさい。昨日入り損ねたので」

　伸ばしていた膝を立て、とっさに胸の前を隠すようにして自分の身体を抱く。そうしたところで、透明なお湯では隠せるのはごく一部だけ。

　いくら篤志と濃密な夜を過ごしたとはいえ、こんな明るさですべてを見られる心構えはできていない。

　舞花が自分の膝を見つめた状態でいると、不意にお湯にさざ波が立つ。篤志が入ってきたのだ。

「こっちにおいで」

「ひゃっ」

　隣に座るのかと思いきや、舞花を引き寄せ、足を開いた自分の前に座らせる。浮力のせいか、あっさりとそこに収まり、舞花は膝を抱えた。

「昨夜はうれしかったよ。舞花の気持ちを聞けるとは思ってもいなかったから」

「あ、あれはっ……」

「今さら嘘はナシだ」

　それは舞花だってわかっているし、嘘でもない。でも一夜明け、ベッドから離れた場所で持ち出されると、とても恥ずかしい。……とはいえ、ここでもふたりは素肌をさらけ出しているけれど。

　髪をひとつに結い上げた舞花のうなじに、篤志がそっとキスを落とす。直後にピリッと痛みが走り、舞花は反射的に手で押さえた。

「もしかして、つけました？」

　うしろを振り返って見ると、篤志がニヤリと笑みを浮かべている。

「もうっ、あっちもこっちも赤い痕だらけにして、どうするつもりですか」

「舞花は俺のだってシルシだ」

「お、俺のって」

　慣れていないフレーズを耳もとで囁かれ、鼓動が跳ねる。そのうえ耳たぶをパクッと口に含まれて、「や……んっ」と焦れたような声が漏れた。

「舞花はいい声だな。その声、俺以外に何人が知ってる？」

「そんなの……」

　あまりにも少なすぎて、正直に言えるわけがない。妹の茜が大学を卒業するまでそれどころでなかったというのは、あとづけの理由に過ぎないから。

　男の人にモテないのをそのせいにしていただけだ。

「ひとり？　ふたり？　三人？　それとももっとか？」

　篤志が顔を覗き込んで指を一本ずつ立てていく。

「そんなの言いたくありません」

　舞花は、指が三本立った篤志の手をお湯の中に沈めた。

「答えないなら」

　そう言って篤志は、背後から両脇をすり抜けて舞花の胸を包み込んだ。

「やっ！」

　さわさわと撫でては、持ち上げたりする。胸の揺れに合わせて、お湯がパシャパシャと音を立てた。

「こんなところでやめて」

「舞花が答えたらやめるよ」

　そんな交換条件はひどすぎやしないか。

　ここは屋外。離れているとはいえヴィラは点在している。卑猥な声が聞かれないとも限らないのだから。

　舞花が困惑している間も篤志は膨らみを手で弄んでは、時折先端をちょんと指先で弾いた。

「も、もうわかりましたから！　言いますから。だからやめてください」

　気持ちよさが今にも勝ってしまいそうな恐怖に負けて、舞花が訴える。

「いい子だな、舞花は。それで何人？」

　過去なんてこだわらなくてもいいのにと思うのは、淡泊な考えだろうか。出会う前の相手は、自分ではどうしようもないのだから。

「ひとりです。それも大学生のときに」

　もう破れかぶれだった。

　両親が亡くなる少し前にいた、ほんの二ヶ月間だけの彼氏だ。彼がアメリカ留学へ旅立って、それっきり。十三年も前の経験。それも片手で足りるくらいなんて、あってないようなもの。

　あまりにも冴えない舞花の過去に、篤志は愛想を尽かせたかもしれない。

「幻滅しましたよね。たったそれだけかって」

「いや、その逆。ていうか、大学時代のソイツもいなけりゃ、舞花の全部が俺のものだったのかって悔しい気分」

「……え？」

　思いも寄らないことを言われ、気が動転する。

　経験の少なさに熱が冷めたかと思いきや、その逆だとは。

　振り返った舞花に篤志が口づける。

「気が変わった。やっぱり続きをしよう」

「えっ、話がちが……」

（経験人数を白状すれば、この場ではしないって言ったのに……！）

　舞花は反論するが、篤志はそれを気にもせず、するりと滑らせた手で彼女の胸の尖りを摘まんでコロコロと転がした。それに反応して、舞花の身体がビクンと跳ねる。

「やっんんっ……あっ……や、やめてください。篤志さん……！」

　舞花の懇願に反して、篤志の手が下腹部へと伸びていく。薄い茂みをかき分け、割れた秘部へとあっさり到達した。

「あぁ……んっ」

「悪いがやめてやれないな。俺のほうも収まりがつかない」

　なにを言っているのか一瞬わからなかったが、ヒップラインに感じる硬いものの存在に気づき、舞花は耳まで熱くなった。

「舞花のここ、すごいヌルヌルだ」

「やっ、そんなの言わな、いで……あんっ」

　自在に動く篤志の指先が、舞花の一番敏感なところを執拗に攻めたてる。

　濡れているのはお湯だと思いたいが、そうではないのは舞花自身もよくわかっていた。

　左手で胸の硬くしこった頂を、右手で下腹部の秘めた場所を間断なく弄ばれ、我慢しようにも甘い声が漏れてしまう。

「……あっ、篤志さ、ん……やっ、声が……！」

　口を手で必死に押さえるが、それでも嬌声は零れていく。

「隣のヴィラには誰も泊まっていないそうだから心配するな」

　我慢しなくていいと言われ、理性が一気に吹き飛ぶ。

　それと同時に篤志の指先が蜜の園に深く挿入され、びくんと身体が跳ねた。

「あぁっ……」

「ダメだ。俺も我慢できない」

　篤志は舞花を立たせ、岩風呂の縁に手を突かせた。

　ヒップを突き出した体勢が卑猥で、とてつもなく恥ずかしい。しかも、朝の明るい最中だ。

「あの、篤志さん……このままここ、で……？」

「ベッドまで待てない」

　余裕たっぷりだった昨夜の篤志とは違い、切羽詰まった声だった。

　すぐに舞花の膣に、荒ぶった塊が挿入された。篤志の指に弄ばれたそこは、すでにとろとろに溶かされており、容易く押し入ってくる。

　腰を回しながら蜜襞を擦り上げ、舞花の最奥を突いた。その途端、舞花の膣が悦びに打ち震える。

「あぁんっ……あ、あっ、んんっ……」

　濡れた肌がぶつかり合う、湿り気を帯びた音があたりに響き渡り、朝の清らかな空気を淫らに塗り替えていく。

　外で、しかもうしろから。獣にも似た行為をしている羞恥心が、快楽に変わる。

　あまりの快感に膝から崩れそうになるが、舞花は岩の縁になんとかしがみついた。

「もう……ダメっ、ああぁーっ、あつ、し……さんっ！」

　激しい官能の渦に飲み込まれ、下肢がビクビクと震える。

　直後、篤志も短い呻き声をあげ、薄い膜の中に吐精したのだった。










第六章

忍び寄る黒い影











　次回の読み聞かせは、どんな本にしようか。

　つい先ほど図書館に入荷されたたくさんの児童書を前に、舞花はあれこれと手にとっては頭を悩ませていた。

　次回は対象年齢を小学一年生以上としているので、ある程度しっかりとした物語がいいかもしれない。

（たとえば、これなんてどうかな）

　舞花が手に取ったのは、小学三年生の男の子が主人公のちょっとした冒険物だ。

　ある夜、トイレに目を覚ました男の子が、空飛ぶベッドでひと晩だけ異世界を旅するストーリー。あらすじだけでも、大人の舞花がワクワクするような内容だ。

（よし、これにしよう。その前に何度か読んでおかなくちゃ）

　帰りに書店で購入するためにタイトルをメモし、書棚に運ぶためのカートにのせた。

　篤志と一泊の旅行をしてから二週間が経過し、十二月も中盤に差し掛かっている。

　甘い一夜を過ごしてから、篤志の住むマンションに泊まる日もあり、妹の茜にもからかわれる毎日である。

　舞花が本をのせたカートを押したところで、ランチから戻った由良がひょっこり顔を覗かせた。

「お昼、お先でした。ねね、舞花さん、あの弁護士と付き合ってるって本当ですか？」

「えっ、どうして？」

　唐突に聞かれて面食らう。

「今、例の友達と一緒にごはん食べていたんですけど、その彼から聞いて。そうなんですか？」

　由良は興味津々に目を輝かせた。

　なんて耳が早いのか。

「あぁ、うん。そうなるの、かな」

「そうなるのかなって！」

　はぐらかして曖昧に答えると、由良は舞花を小さなヒップで小突いた。

「あれ？　だけど舞花さん、彼氏はどうしたんですか？　付き合ってる人、いましたよね？」

　ギクッとせずにはいられない。

（……やっぱり気づくよね。どう言い訳したらいいかな）

　でも、嘘を暴くいい機会かもしれない。篤志に話したように、あれは嘘だったのだと正直に白状したほうがいいのではないか。

「あのね、由良ちゃん、実は」

「あ、そっか。弁護士に乗り換えたんですね。そうですよねぇ、あんなにイケメンなんですもん」

　舞花が意を決して言いかけたところで、由良はひとりで話を完結させてしまった。

　でも、このまま流すのは気分的に嫌だった。

「違うの、由良ちゃん。本当は彼氏なんていなかったの」

「……え？　そうなん、ですか？」

　由良が目をまたたかせて舞花を見る。

　舞花がそんな嘘をつくとは思ってもいなかったような顔だ。

「ごめんね。嘘なんて」

　妙なプライドに縛られ、結局は余計に醜態をさらしただけだった。

「あっ、いえいえ。気にしないでください」

　両手を胸の前で振り、由良が笑顔を浮かべる。

「でもよかったぁ。舞花さんが、男をあっさり乗り換えるような女だったなんて！　って、実はちょっとショックだったんです」

　それを聞き、舞花は胸を撫で下ろした。

（由良ちゃんにそんなふうに思われなくてよかった……。嘘はやっぱりダメよね）

「本当にごめんね。でも由良ちゃん、耳が早くてびっくりしちゃった」

「その友達、雪平法律事務所に勤めてるんです」

　舞花が事務所を訪ねたときに、ちょうど由良と同年代の男性がいたが、彼がそうだろうか。たしか名前は……。

　あの日の記憶をたどっていく。

「森川さんって人？」

「そうです！　森川くんから聞いたんです」

　篤志が自分から彼に話したのかどうかはわからないものの、舞花をきちんと恋人として公表してくれたのがうれしい。

　素敵な彼氏ができて幸せな反面、弁護士の篤志とでは不釣り合いなのでは？　と不安に思う部分も少なからずあり、それを否定してもらえたような気がしたのだ。

「由良ちゃん、ありがとう」

　篤志と引き合わせてくれた由良に感謝せずにはいられない。

　あのとき由良の願いを聞き入れなかったら、篤志とは出会えなかったから。

「え？　なにがですか？」

「いろいろと」

　舞花が曖昧に答えると、由良は「やだ、教えてくださいよー」と食い下がる。

「またあとでね。これ、並べてこないと」

「そうですね。わかりました」

　舞花の言葉に由良は素直に頷き、舞花をそこから送り出した。




　その日の夕方、舞花が閉館の準備をしていると、カウンターから「すみません」と女性の声がした。

　返却された本の整理をしていた手を止めて舞花がそちらへ向かうと、同じくらいの年頃のスーツ姿の女性が立っていた。ワンレンボブではっきりとした顔立ちの美人だ。

「はい、お待たせいたしました。返却でしょうか、それとも貸し出しでしょうか」

　そう聞いたものの、彼女は手に本を持っていない。

　だとしたら、希望の本が見つからないといったところだろうか。

「渡瀬舞花さんって方はいらっしゃいますか？」

「渡瀬でしたら、私ですが……？」

　唐突に自分の名前を口にする女性を前に、舞花は戸惑いながら答える。

　女性は舞花が首から提げているネームホルダーをチラッと見た。

「……あなたが渡瀬さん」

　確認するかのようにぽつりと呟き、舞花を上から下までサッと視線で追う。

「間もなく閉館の時間だと思うんだけど、少しお話ししたいから、お時間をとっていただけない？」

　疑問で聞いている割に強制的な言い方をされ、呆気にとられる。

（私に話って……？　どこかで会ったことがあるのかな……）

　記憶をたどりながら考えるが、顔に見覚えはない。これほどの美人なら忘れるはずもなさそうだけれど……。

　舞花がなにも答えられずにいると、女性はおもむろにバッグから取り出した名刺を突き出した。

「私は本田美乃里。弁護士よ」

　なんとなく横柄な態度に感じるのは、舞花の気のせいだろうか。上から目線の言い方が少し不快だ。

　弁護士が自分に話とは、いったいなんだろうか。

　名刺をもらって名乗られても、舞花には一向にピンとこない。

「篤志とは昔からの友人……というか、まぁそれはまたあとで」

　美乃里の口から出てきた名前にドキッとさせられる。意味深な口ぶりが舞花に嫌な予感を抱かせた。

「それで、時間は大丈夫かしら」

「えっ、あの」

「図書館の並びにあるカフェで待ってるわね」

　有無を言わせない空気が漂い、舞花は困惑するばかり。

（篤志さんの友達が、私になんの用事で？）

　そして返答も待たずに、美乃里がカウンターから身を翻す。

　舞花は、背筋をピンと伸ばして華麗に歩く後ろ姿を引き留められなかった。




　篤志の友人の美乃里が、自分にいったいどんな話があるのだろう。

　彼女の振る舞いから、それがあまり良くない話にしか思えなくて気が重くなる。それでも相手が相手だけに行かないわけにはいかず、舞花は仕事を終えて待ち合わせ場所へやって来た。

　窓際の席でスマートフォンをいじっていた美乃里は、舞花がテーブルのそばに立つと、ゆっくりとした所作でそれをテーブルの隅に置いて顔を上げた。

　真っすぐでいて、挑戦的に見える目だ。

　居心地の悪さを感じつつ、舞花はその前に腰を下ろす。

「突然呼び出して、ごめんなさいね」

「いえ」

　謝っている割には、申し訳ないという気持ちが感じられない言い方だった。

　通りがかった店員にホットコーヒーを注文し、舞花は所在なく膝に手を置く。

　威圧感を覚えるのは、弁護士の自負が彼女の身体からにじみ出ているせいなのか。美乃里は美しくネイルの施された長い指をテーブルの上に組んで、舞花をじっと見た。

「篤志と付き合ってるって本当？」

　いきなり核心を突く質問をぶつけられ、舞花は目をまたたかせる。

　とはいえ、ふたりの共通点は篤志以外にないのだから、そういった質問は想定の範囲内とも言える。

「そう、ですね」

　篤志から聞いたのかはわからないが、正直に答えた。

「へぇ」

　美乃里は小刻みに頷きながら、舞花を観察するように目線を動かす。

「篤志がきまぐれに付き合うのが、どんな女かこの目で見たくてね」

「きま、ぐれ……」

　その単語が、舞花の胸に鈍く突き刺さる。

「私ね、篤志とは大学の頃からずっと一緒にいるの。弁護士になる夢を抱いているときから、弁護士になった今も」

　美乃里は〝ずっと〟と〝今〟を強調した。

　つまり、自分のほうが篤志をよく知っていると言いたいのだろう。美乃里はきっと、篤志を好きなのだ。

「これまでも篤志に恋人はいたけど、同業者にデザイナー、それから女医だったから、図書館の司書って聞いて驚いちゃって」

　美乃里はおどけるように言ってから、「ふふふ」と優雅に笑った。

　司書の舞花では、弁護士の自分の足もとにも及ばないと言いたいらしい。篤志にも釣り合わないと。

　舞花を完全に見下しているのだ。

　こんなところで職業蔑視を受けるとは思いもせず、舞花は言葉も出てこない。

「でもね、どの人ともあまり長続きしなくて、最後は私のところに戻ってくるの。そうして十何年もやってきたのよ、私と篤志は」

「……なにがおっしゃりたいのかわからないのですが」

　弁護士の篤志に自分が見合う女ではないと言いたいのはわかった。でも、だからどうしろというのか。

「ふふふ。やっぱりちょっと頭が足りないのかしらね」

　なんて失礼な人なのだろう。

　思わず言い返したくなったが、舞花は膝の上で拳を握り、口をぐっと引き結ぶ。ここで苛立ちをぶつけて、見苦しい姿をさらしたくない。

　美乃里はテーブルにほんの少し身を乗り出し、唇の端を持ち上げた。真っ赤な唇が三日月のようになる。

「篤志とずっと付き合えると思わないほうがいいわよ。結婚はおろか、気まぐれで付き合っているだけだから。あなたももう三十は過ぎているでしょう？　結婚をしたいのなら、時間の無駄よ」

　それなら美乃里はどうなのか。篤志の大学時代の友人なら、舞花と年齢は変わらないはず。

「私はいいの。結婚する気はないから。篤志もそうよ」

　まるで舞花の頭の中を覗いたように続ける。

「三組にひと組は離婚する時代だし、調停で嫌になるほど夫婦の醜聞を見てきたから。だから篤志に私はちょうどいいの。お互いに弁護士だから、仕事への理解もあるし」

「……別れろと？」

「やだ、そこまで言ってないわよ」

　ケラケラと乾いた笑い声をたてる。

「ただ、篤志はいずれ私のもとに戻ってくるって話。言いたいのは以上よ。じゃ」

　美乃里は言いたいことだけを言い、椅子から立ち上がる。

　とっさにテーブルの上の伝票を舞花が掴もうとしたが、ひと足先に美乃里に奪われた。ひらりと身を翻し、彼女が店を出ていく。

　最初から最後まで気に障る話のオンパレードだった。でも、ひとりになった今、冷静に考えてみると正論に思えてくる。

　司書を卑下するつもりはないものの、篤志と自分が釣り合わないのは初めからわかっていた。これまでの恋人が同業者やデザイナーや女医と聞けば、なおさらふさわしくないと感じずにはいられない。想いが通じ合ってからは、そこから目を背けていた気がした。

（あの人が言ったように気まぐれなのかも……）

　弁護士で美人の美乃里と自分とでは、その差は歴然としている。

　十何年も恋から遠ざかっていたため、恋愛には自信がことごとくない。確固たる信頼関係を築けるほど、篤志との付き合いも長くない。

　舞花よりもずっと一緒に、誰よりもそばにいた美乃里には、篤志と舞花の行く末はすべてお見通しなのだろう。

　美乃里の前では気丈に振る舞っていたが、どんどん不安が大きくなっていく。

　カフェを出て、そんなことを考えながら歩いているうちに、気づけば篤志の事務所の前にいた。

　家に帰ろうと思っていたはずが、無意識に彼を求めていたらしい。

（篤志さん、まだ仕事中だよね）

　いつも仕事が終わると電話をくれる篤志が、今夜はまだ。邪魔はしたくないと、事務所に背を向けたときだった。事務所のドアが開く音に続いて、篤志の声が背中にかけられる。

「……舞花？」

　なんとか笑顔を浮かべて舞花は振り返った。

「こ、こんばんは」

「こんばんはって、どうしたんだ。珍しいな、ここまで来るの」

　篤志が言いながら舞花のほうに歩み寄る。

「あぁ、えっと、ちょっと近くまで来たから」

　苦しい言い訳だと思いながら、必死に唇の端を上げた。

「まだ仕事中ですよね。ごめんなさい、帰りますね」

　ここへ来てなにをしたかったのか、自分でもわからない。

　踵を返そうとしたが、腕を掴まれた。

「ちょっと待て。せっかく来てくれたんだ。まだ仕事中だけど中でお茶くらいなら出せるぞ」

　コーヒーを切らせたため、階下にある自販機で缶コーヒーでも買ってこようとしていたところだと篤志は言う。

　ここで頑なに拒むのも変だろうと、それに従った。

　篤志のあとに続いて中に入ると、人の気配がない。

「みなさんは？」

「森川は泊まりの出張で、芙美子さんは帰ったよ」

　ミーティングスペースのテーブルには分厚いファイルがいくつも並び、書類が広げられていたため、舞花は隣のふたり掛け用のソファに腰を下ろした。

「お茶しかないけど」

　そう断ってから舞花の前に日本茶を出し、篤志も隣に座る。

「すごい書類ですね」

　デスクでは事足らなくて、ミーティングスペースで仕事をしていたのだろう。

「顧問契約している企業がＭ＆Ａをすることになってね。相手企業の経営帳票なんだ。明日からしばらく大阪行きになる」

「忙しいときに……。やっぱり帰ります」

　そんな大事な仕事をしているところに長居はできない。

　バッグを掴んで立ち上がると、再び篤志に手を取られた。

「明日からしばらく会えないから、今夜、段取りがついたら舞花の顔を見に行こうと思ってたんだ。だから、舞花から来てくれて大歓迎。ちょうど休憩しようと思っていたところだ」

　そう言われれば、舞花も意地になって帰るとは言えない。

　篤志に優しく手を引かれて、ストンと腰を下ろした。

　淹れてもらったお茶に口をつける。

　無意識とはいえ、自分はここへ来てなにをしたかったのだろう。

　自分に都合よく忘れていたことを美乃里の登場によって思い出したため、篤志のそばにいても気分は沈み込んだまま。

　もう少し若い頃だったら、こんなふうに悩まなかったのかもしれない。釣り合いなんて関係ない。好きならそれでいいと。

　でも今の舞花はそうではない。年齢的にも結婚に焦りはあるし、その望みがないのなら、篤志のそばにいないほうがいいのではないかとどうしたって考えてしまうのだ。

　あまりにも久しぶりの恋は、舞花には難易度が高かった。

「なにかあったのか？」

「えっ」

　不意に聞かれ、ハッと我に返る。焦点が合わず、横に座る篤志の顔を見る瞳が頼りなくゆらゆらと揺れた。

「……なにもないですよ」

　そう答えて正面に向けようとした顔を篤志の手が引き留める。こっちを見ろと頬を両手で包み込まれ、強制的に目を合わせられた。

　心理を探るように見つめる瞳に、美乃里と会い、心が揺れているのを見透かされてしまいそう。

　その重圧に耐えられなくなり、目を逸らした瞬間、柔らかな感触を唇に覚える。キスをされたのだ。

　触れただけで離れたキスに物足りなさを感じ、ついねだるように見つめ返す。

「ダメだな、俺は。顔を見たら仕事モードの頭が舞花モードになる」

「あっ、邪魔ですよね」

　こんなところでもっと深いキスをほしがる自分のはしたなさが恥ずかしい。ここは彼の仕事場だ。

　慌てて篤志から離れようとすると、片手でさらに引き寄せられた。

「もう手遅れ」

　腰をがっちり固定し、篤志が舞花の身動きを封じ込める。

「で――」

　でも、と言おうとしたそばから、食むようにして唇を奪われた。

「んっ……！」

　目を丸くする舞花に構わず、開けろと下唇を舌で突く。唇の合わせ目をちろちろと舐めて先導されれば、あっさりと受け入れたくなる。

　ゆるく開いた隙間から忍び込んだ篤志の舌は思いのほか熱く、ねっとりと歯列を舐めあげた。

「ふっ……んんっ……」

　我慢しきれず、舞花の口から甘い吐息が漏れる。

　早いうちに篤志に見切りをつけたほうがいいのかもしれないと考えたのは、ついさっき。それなのに口腔内を深く侵され、その考えごと飲み込まれていく。

　絡み合う互いの舌が立てる音に反応して身体の芯が痺れ、中心が疼きだした。

　そちらに神経をとられていると、舞花の背筋を意味ありげに動いていた篤志の手がするりとセーターの中に忍び込む。

「だ、め……」

　こんなところでと理性が働き、その手を阻もうと身体をよじった。ところが、それよりも早くブラジャーのカップをずらされ、丸い乳房がこぼれ出る。

「やっ、誰か……きちゃ、う……から……」

「心配しなくていい。森川は出張だ。こんな時間にクライアントも訪ねてこない」

「で、もっ……あっ、んん……」

　篤志を止めようとするそばから胸の先端を指で弾かれ、首を反らせた。

　それに気をよくした篤志はセーターを持ち上げ、舞花の胸をあらわにさせる。

「きゃっ」

　隠そうと片腕で覆うが、あっさりと解かれる。すでにピンと尖った先は、篤志に触れられるのを待つかのように赤みが差していた。

「こんなになってるじゃないか」

　篤志の吐息がそこにかかってもどかしい。早く触れてほしいと思う自分を恥ずかしく思いながらも、足を擦り合わせた。

　直後、篤志が赤く尖った頂に吸いつく。

「やぁっ……！　んぁ……ふっ……だ、め……」

　やわらかな膨らみをやや強く揉みしだき、真ん中を激しく吸っては舌先で上下左右に転がす。そうされているうちに足の付け根が熱くなり、じんじん痺れてくる。とろりとしたものが溢れるのがわかった。

　舞花が感じる動きに応じて、徐々にめくれ上がっていくスカート。あらわになった腿を篤志の手がなぞり、舞花の呼吸も荒くなっていく。

　いつも以上に感度が鋭いのは、こんなところで淫らな行為をする背徳感なのか。ショーツがしっとりと張りつき、ソファを濡らしてしまうのではないかと心配だった。

「……ね、篤志、さん……待っ」

　漏れる吐息の合間になんとか言葉を紡ぐ。

　かろうじて残る理性が、快楽に溺れそうになる舞花を引き止める。それは、この場所がふたりの行為にふさわしくないからというよりは、篤志の気持ちをたしかめたい想いがあったから。

　どうして自分を好きになったのか。出会ってすぐに示された好意に理由がほしかった。それをたしかめなければ、抱かれている間は忘れられたとしても、ひとりになれば不安に押しつぶされてしまうから。

「お、ねが……い……」

　篤志の手を掴み、懇願した声がかすれる。

「どうした」

　篤志は自分の唇を拭いながら、舞花の胸もとから顔を上げた。

「……篤志さんは、私を好き……ですか？」

　篤志の鼻から、ふっと息が漏れる。

　今聞くのか？　と思われただろうか。

「好きだよ」

　微笑みながら即答する。迷いはないように見えた。

　でも、だからこそ軽い感じに思えなくもない。

「……どこを？」

「今夜の舞花は変だな」

　チュッと音を立て、篤志が唇に触れた。妖艶な笑みにどきりとしながら、ここで流されてはダメだと気を強くもつ。

「どこですか？」

　負けずに繰り返した舞花に篤志が顔を寄せる。至近距離で見つめる瞳の奥に、舞花の望む答えはあるのか。

「ここ」

　そう言うが早いか、閉じていた舞花の足の付け根に手が伸びる。あっと思う間もなく、ショーツ越しに親指が割れ目をなぞった。

「やぁっ、んんっ……！」

　頭の中に反して身体が待ちわびていた刺激だけに、背中がのけ反る。その弾みで、舞花はそのままソファに寝転がった。

　それを待っていたかのように篤志は舞花の足を大胆に開かせ、ショーツをずらして濡れそぼった蜜の園に指を滑らせる。

「あぁっ！　……い、やんっ……あつ、しさん、待っ……やっんあぁっ……」

　いつもはさんざん焦らして、なかなか核心部分に触れようとしない篤志が、花芽を指先でひっかく。微弱な電流でも流れたのではないかと思うほど、身体中が痺れた。

　膝を閉じようと頭では考えるのに、それができない。篤志の指が蜜窟につっぷりと挿入され、さらに甘い嬌声が漏れた。頭ではやめてと思うのに、身体はその刺激に翻弄される。

　挿入を繰り返され、くちゅくちゅと卑猥な音が事務所内に響くと同時に、舞花自身から放出される芳醇な香りが満たした。

「舞花が恥じらいながら乱れる姿はたまらない」

（……それじゃ篤志さんは、こういうことをするから私が……好きなの？）

　聞きたい答えとは違う言葉が舞花の胸を衝く。それでも、与えられ続ける甘美な刺激からは逃れられない。自分の腰が自然と動き、もっともっとと求める。

　指の動きが激しくなるのに従い、舞花の息も上がっていく。一気に高まっていく快感の波に抗えず、次第に頭の中は真っ白。ただただ篤志の指を飲み込んだ身体の中心部に神経が集中する。

「……ああっ、……も、ダメ……やん……あぁっ……！」

「いいよ、舞花、イって。かわいい姿を俺に見せて」

　篤志が耳もとに唇を寄せた直後、スピードを上げて快楽の階段を昇りつめていく。そして首筋を反らせ、舞花はまるで風船が弾けるようにして達したのだった。

　ソファにくったりとなった舞花にキスの雨を降らせていた篤志が、身体を起こす。

「俺も、もう我慢の限界」

　舞花が視線を下ろしていけば、スーツのスラックスがはちきれんばかりに膨れ上がっていた。

　自分だけ達しておいて、ここで拒めるわけがない。舞花が小さくコクンと頷いたとき、事務所内の電話が鳴り響く。

　篤志は一瞬そちらに目線を向けたが、すぐにベルトを緩め始めた。ところが、電話は依然として鳴り続ける。

「篤志さん、出たほうが……」

「いや、この鳴り方は外だ」

　篤志は立てた親指を事務所の出入り口へと向けた。つまり、受付の電話からかけてきているらしい。

　その言葉を聞いて、舞花は急いで身体を起こした。乱れた洋服に、たった今の情事をありありと見せつけられ、カーッと頬が赤らむ。

「舞花、そのままでいいから」

　無視を決め込むつもりなのか、篤志はベルトをシュルッと音を立てて引き抜く。

「え、でも」

「舞花だって、まだ足りないだろう？」

　煽情的な目をして言われ、なんともいえない複雑な気持ちになる。

（篤志さんは、私を好きなのではなく、〝行為〟そのものが好きなのかも……）

　なにも言えずにいるうちに電話が切れたが、今度は事務所の扉がドンドンと激しく叩かれた。

「篤志！　いるんでしょう？　ここ、開けてよ」

　――この声は。

　鼓動が嫌な音を立てる。

　ほんの一時間ほど前に聞いた声とよく似ていた。美乃里だ。

　同じフロア内の企業はとっくにみんなが退勤している時間だろうが、そうだとしても無遠慮に大きな音を立ててドアを叩き続ける。

　それに構わずにさっきの続きをするにはムードもへったくれもない。

　いつまでもそうされ、篤志も観念したらしい。

「舞花、悪いな」

　篤志は舞花のスカートの裾を直し、自分もベルトを巻きなおす。一瞬のうちに気持ちが萎えたのか、はち切れそうだったスラックスは通常の状態になっていた。

　篤志がドアのほうへ向かって開けるまでの間に、舞花はなんとか洋服を整えてソファから立ち上がる。

「いったいなんの騒ぎだ」

「なにって」

　ずかずかと中に足を踏み入れた美乃里は、舞花に気づいて眉をひそめる。

「……来てたの」

　ボソッと呟き、舞花に鋭い視線を投げかけた。

　舞花はどうすることもできずに、ミーティングスペースの隅にすごすごと逃げる。

「で、なんの用だ」

「そんな冷たい言い方はないでしょう？　……っていうか、ふたりはここでなにをしていたのかしらね」

　鼻をクンクンとさせた美乃里にギクッとさせられる。舞花が放った淫靡な香りに気づかれたのかもしれない。

「用事がないなら帰ってくれ」

「やぁね、仕事の相談よ、仕事」

　仕事を強調して言うと、舞花を見た。その視線に〝だから、あなたは席を外して〟といったニュアンスが漂い、舞花はソファに置き去りにしていたバッグを手に取った。

「あの、篤志さん、私なら大丈夫ですから」

　軽く頭を下げて、ふたりの前を通り過ぎる。

「舞花、大阪から帰ったら連絡する」

　篤志の言葉に肩越しに頷き、舞花は事務所を出た。素肌に残る篤志の熱が、冷たい空気にさらされてどんどん薄れていく。

（篤志さんから強く求められるのは、身体だけなのかもしれない）

　募る寂しさが、舞花の心をじわじわと冷やしていった。




　舞花が去った事務所で、篤志は資料が山になったミーティングルームの椅子に腰を下ろした。

「で、仕事の相談って」

　篤志がつっけんどんな口調になるのも当然だろう。明日から一週間は大阪。舞花との貴重な時間を美乃里に邪魔されたのだから。

「そんなのないわよ」

　言いながら、向かいに座った美乃里がテーブルの資料を手に取る。

「クライアントの機密資料だ。勝手に触るな」

「あら、そんな大切なものがある場所で、あの人となにをしていたの？」

　嫌味な口調で美乃里がからかう。

　答えるつもりのない篤志は、美乃里からサッと目を逸らした。

「本気であの司書と付き合うつもり？」

「美乃里には関係のな……」

　そこで篤志は言葉を止めた。

　どうして美乃里が、舞花を知ってるのか。紹介もしていないのに、今さっきここにいたのが舞花だとわかっているような言いっぷりだった。

（まさか、舞花に接近したんじゃないだろうな）

　美乃里がここに来たときの様子を思い返し、嫌な予感を抱く。初めて会うはずの舞花を見て、「来てたの」と忌ま忌ましく呟いたのは、すでに面識があったからではないのか。

「舞花になにか言ったのか」

「なにかってなにを？」

　美乃里はとぼけて首を傾げる。

　篤志がすぐにピンときたのは、美乃里に前科があるせいだった。これまでも篤志の恋人に接近を図り、余計な話を吹き込んだ過去がある。

　おそらく森川あたりから舞花と自分の話を強引に聞き出したのだろう。美乃里にすごまれれば、口が堅い人間だって割らずにいられなくなる。

「私は事実を話したまでよ。『篤志は気まぐれで付き合ってるだけだ』って。『司書のあなたと釣り合いはとれないでしょ』って」

　悪びれもせずに美乃里は言い放った。

　あまりにもひどい言葉の暴力だ。

「誰が気まぐれだって？　釣り合いってなんだ」

「あら、だって、これまでもそうだったじゃない。だから長続きしないのよ。弁護士の篤志とイーブンに付き合うなら、それなりの女じゃないと。たとえば私みたいにね」

　自信たっぷりに言うと、美乃里は真っ赤な唇の端をこれ以上ないくらいに持ち上げた。

　舞花の様子がどこかおかしかった理由は、ここにあったのだ。

　美乃里は、今言った以上の話を彼女に聞かせたに違いない。きっと鋭い言葉をこれでもかというほどに投げつけて。

　篤志は、握りしめた拳をテーブルの上にゆっくりと置いた。怒りに任せて置いたなら、ドンッと鈍い音を立てただろう。

「美乃里」

　自分でも驚くほどの低い声だった。顎を引き、彼女をじっと見据える。腹立たしさが眉間に深い皺を刻ませた。

「な、なによ、怖い顔して」

　普段なら怯まない美乃里が、篤志の様子を見て珍しく動揺する。

「自分がなにをしているのか、いい加減気づけ」

「なにって……。私はただ、篤志に誰がふさわしいかを」

「それは俺が決める。美乃里には関係ないだろ」

　美乃里の気持ちが自分に向いているのは、以前から気づいていた。篤志の恋人にことごとく近づいて嘘を吹き込むのも、その気持ちを持て余したせいだろう。

　美乃里に対して特別な感情をもった過去が一度もない篤志にとって、それは大きな負担でもあった。友達として接している分には良くても、篤志の恋人が絡むと途端に豹変する。

　だが、プライドの高い美乃里は、決してその想いを自分からは口にしない。それをいいことに篤志も知らないふりを貫いてきたが、いよいよ引導を渡す時期がきたようだ。

「言葉で人を救わなければならない弁護士が、言葉で人を傷つけるとはどういうつもりだ。自分でなにをやっているのかわからないのか。そんなことは、もう終わりにしろ」

　舞花を傷つけられて腸はらわたが煮えくり返る思いだったが、努めて冷静に諭す。その反動か、呼吸が荒くなり肩は上下した。

「なっ……」

　これには美乃里も返す言葉がないようだった。

「美乃里、よく聞け。俺は、美乃里に対して友人以上の気持ちはない。これからも、そんな気持ちは芽生えないんだ」

　美乃里はひゅっと音を立てて息を吸い込み、美しい顔を歪ませた。

　長年の友人を傷つけたくはなかったが、舞花を守るにはこうする以外に手立てはない。

「もっと早く言っておけばよかったな。そうすれば美乃里を――」

「や、やだ、なんの話？　誰が誰を好きですって？　いい加減にしてよ。私、篤志なんて、なーんとも想ってないわよ」

　美乃里は表情をがらりと変え、笑い飛ばした。それが引きつっていると、本人は気づいているだろうか。

　でも、篤志も敢えて気づかぬ素振りをする。美乃里のプライドを傷つけるのは得策ではない。プライドを挫かれた怒りが舞花に向いては本末転倒だ。

「そうか。俺が勝手に自惚れていただけか」

　自嘲気味に笑い返す。

「そ、そうよ。やだわ、まったく。篤志があの人を本気で好きなら、べつにいいのよ。……っと、それじゃ帰るわ。忙しいところ邪魔して悪かったわね」

　美乃里は勢いづけて立ち上がると、振り返りもせずに手だけひらりと振って、事務所から風のごとく去っていった。

　ひとりになった篤志は、急いでスマートフォンを取り出し、舞花の番号を呼び出す。ところが、流れてくるのは電波が届かないという機械的な音声メッセージ。何度かけてもその状態のままだった。

　電車に乗っているからかもしれないと、いったんはスマートフォンをテーブルに置いたものの気が気でない。

　気持ちをたしかめようとした先ほどの舞花の切実な質問に、きちんと答えなかった自分がいっそ腹立たしい。

（あんな答えじゃ、まるで舞花の身体が目当てみたいじゃないか）

　美乃里の言葉に傷つき、ここへやって来て篤志の心ない言葉で傷つき、舞花はいったいどんな気持ちだっただろうか。

　そう考えると、胸が締めつけられるように苦しくなる。

　今すぐにでも舞花を追って彼女のマンションへ行きたい想いに駆られたが、それをぐっとこらえる。

　明日からは大阪出張。この仕事を放り出すわけにはいかないのだ。

　スマートフォンのアプリを開き、素早くメッセージを入力する。

『大阪から帰ったら、大事な話がある』

　送信をタップすると、ひと呼吸おいてからそれをカバンに突っ込んだ。




　その翌日の早朝、大阪へ向けて旅立った篤志だったが、仕事の合間に舞花に何度かかけた電話は、あの夜と同じメッセージが流れるか、いつまでも呼び出し音が流れるばかりだった。

　このままでは舞花を失うはめになる。

　そう思うと居ても立ってもいられなくなるが、そのたびに〝今はとにかく仕事に集中だ〟と自分に言い聞かせた。せめて、一日でも早く今回の案件を片づけようと決意する。

　舞花に自分を信じてもらうにはどうすればいいか。一日の仕事を終えてホテルに帰ると、そればかり考える篤志だった。










第七章

確約された未来











「おねえちゃん、私、このマンションを出てもいいかな」

　唐突に茜がそんな話を持ちかけたのは、これから出勤する玄関先でのことだった。

　美乃里の急襲に会い、篤志との連絡を拒むようになってから一週間が経過していた。そろそろ篤志も帰ってくる頃だろう。

「ここを出てどうするの？」

「彼と同棲しようかなって。ほら、おねえちゃんも彼氏できたし」

　突然の話に、舞花は目を白黒させる。

「彼とね、前から一緒に住みたいねって話になってたんだけど、おねえちゃんをひとりで置いていくのは嫌だったんだ。でも、もう大丈夫でしょう？」

　そう聞かれ、舞花は言葉に詰まった。

　篤志を彼氏と呼べるのかどうか、微妙なラインに思えてならないからだ。

　でも、茜も社会人になって二年目。彼氏と一緒とはいえ自立したい気持ちを邪魔はしたくない。寂しい気持ちがないといったら嘘にはなるが。

「そうだね。おねえちゃんは大丈夫だよ」

　舞花はなんとか笑顔で答え、いってきますと玄関を出た。

　今日の午後は、小学校低学年を対象にした読み聞かせイベントがある。少し前に冒険物の本も選んであり、何度か読んで準備は万端。あとは、午後を待つのみだ。

　篤志の事務所に行った夜、篤志から届いたメッセージには「大事な話がある」と書かれていた。それはまさしく別れのような気がしてならないのは、美乃里から聞かされた話のせいだろう。何度考えてみても、彼女は正論を言っているように思えた。

　だからなおさら篤志からの電話に出るのが怖く、舞花を逃げ腰にさせていた。




　その日の読み聞かせイベントも、子供の集まり具合は上々。始まる頃には会議室に並べた椅子は満席になり、スタンディングスペースにも子供たちがずらりと並んだ。

　舞花が前に現れ椅子に座ると、賑やかだった室内は何人かの子供たちが発した「始まるよ」との声に続いて静かになる。行儀の良さも、このイベントで毎度目を見張るポイントだった。

　今回の本は『真夜中のずっこけヒーロー』という、小学三年生の男の子が主人公の物語だ。

　本を両手に持ち、軽く息を吸う。そうすると、ぐちゃぐちゃに糸が絡まったような心配事がスーッと溶けてなくなる。子どもたちを前に本を手にしている間は、嫌なことを忘れていられた。

　キラキラと期待に目を輝かせる子どもたちの顔を見ると、自分は本当にこの仕事が好きだと思い知らされる。この仕事があれば大丈夫。茜の巣立ちも、篤志との別れも、きっと平気。そう思い込もうと必死だった。

　舞花が読み進めていくにつれ、子どもたちの身体も前のめりになってくる。本の世界にどっぷりと浸かっている証拠だ。きっと自分もヒーローになりきり、冒険にハラハラドキドキしているのだろう。

　約三十分の物語は幕を下ろし、舞花がゆっくりと本を閉じる。息を飲んで聞き入っていた子どもたちは、ラストの緊迫感から解放されるようにいっせいに息をふぅと吐き出した。

「ねえねえ、あのベッドはもう飛ばないの？」

「あっちの世界とこっちの世界は、もう繋がらないの？」

　子どもたちから飛び交う質問に、舞花がひとつずつ丁寧に返すのはいつもの光景。そうして時間をかけて子どもたちが満足して帰るのを見届けてから、舞花も本を片づける。今日のイベントも大成功と言えるだろう。

　いざ会議室を出ようと本を抱えて足を向けたときだった。

　出入り口に思いもしない人物を見つけ、急ブレーキをかけるがごとく足を止める。

　篤志だったのだ。

　予想もしていなかったため声が出ない。

「電話が通じないから直接来た」

「あ、あの……」

「ただいま」

「……おかえり、なさい」

　今すぐこの場で別れ話をするつもりだろうか。

　舞花の身体を緊張が包み込んでいく。

　歩き出せずに棒立ちになる舞花のもとに、篤志がゆっくりと近づく。じりじりと迫る別れの恐怖から、舞花は数センチ後ずさった。

「逃げるな、舞花」

　手を取られた弾みで、するりと本が足もとに落ちる。それを拾う余裕はなかった。

「悪かった」

　それは、気まぐれで付き合ったことに対する謝罪だろうか。ほかに理由が思い当たらず、舞花の胸がずきりと痛む。

「篤志さんが謝る必要は……。私、わかってますから」

　美乃里の言う通りなのだ。篤志と自分は不釣り合い。だから別れようと言われても、舞花にはどうしようもない。それを受け入れる以外に道はないだろう。

「なにをわかってる？」

「……別れようって言いたいんですよね？」

　気まぐれで付き合って悪かった。ちょっと遊んでみたかっただけなんだ。

　そう言われるのを覚悟して瞼を伏せる。

「ごめん、舞花」

　言うなり引き寄せられ、気づいたときには篤志の腕の中にいた。

　予想とまったく違う状況が飲み込めず、頭が混乱する。

「そうじゃないんだ。舞花をずっと前から見てた。今みたいに読み聞かせをする舞花を、もう半年以上も前から」

「……え？」

「司書だからとか自分と釣り合わないとか、そんなふうに悩まないでくれ。俺はほかの何者でもない、舞花自身を好きなんだ」

　それは思わぬ告白だった。自分の耳を疑いたくなるような言葉だ。

（篤志さんがそんなに前から……私を……？）

　高鳴り始めた鼓動が、存在を主張するかのように大きくなっていく。

「美乃里ももう舞花には近づかないし、俺がそうさせない。俺のせいで傷つけて、ほんとに悪かった」

　腰をぐっと引き寄せられ、強く抱きしめられる。耳もとで囁く声は、かすかに震えていた。

「……舞花を本気で好きなんだ。失くしたくない」

　絞り出すような声が舞花の心を大きく揺さぶる。

「……ほんとですか？」

　信じられないような言葉のため、聞き返さずにはいられない。失くしかけた自信は、まだ舞花の手もとに戻っていない。

「ああ。本当だ」

　低く甘い声が耳を伝って胸に響く。うれしさが溢れ、鼻の奥がツンとした。

「私も、好き……」

　祈りを込めるように囁き返す。ありったけの想いを詰め込んだ。

　ここは図書館の会議室。いつ誰が入ってくるかもわからないため、キスすらできないのがもどかしい。

　篤志は舞花をそっと引き離すと、その左手を取った。

「舞花から奪った指輪の代わり」

　するりという感触を薬指に覚える。見れば、ダイヤモンドが光り輝く美しいリングがそこにあった。

「えっ……どう、して」

「俺の気持ちを証明するには、これしかないだろう」

（でも、出張でずっと大阪だったのに。いつの間に用意したの？）

　不思議がる舞花に、篤志が種明かしをする。

「向こうで急いで仕事を完結させて、四日で帰ってきたんだ」

（それじゃ、指輪を選ぶのに三日もかかったの？）

　今度は別の疑問が浮かんだが、その答えをもらう間もなく篤志が舞花から離れる。

「舞花の仕事が終わる頃、迎えにくる。連れていきたいところがあるんだ」

　意味深な言葉を残し、篤志は会議室を出ていったのだった。




「……くっ……あ、やっ……ぁ……も、ダメ……」

　舞花の上ずった甘い声が、ひとつだけポツンとベッドのある部屋に響き渡る。

　仰向けで屈伸するような体勢で開かれた足の付け根からは、生々しい水音が漏れた。

「ダメ、なんて……言わせない。この前は途中でお預けだったんだ」

「だ、だって……それはっ……」

　一週間前、舞花が篤志の事務所を訪れたときのことを言っているのだろう。

　でもそれは、美乃里が突然訪問したのだから不可抗力だ。

「俺がこの一週間、どれだけ舞花をほしかったか……教えてやる。まだまだ足りないぞ」

　激しい律動をしながら篤志が腰を大きく回す。そうされるとお腹の奥をぐるりとかき回され、違った角度に篤志の雄が当たり、悦びに舞花の腰もうねる。

「やぁっ……んんっ、それ、だ、め……あぁっん……」

　篤志が舞花を連れてきたのは、閑静な住宅街に広大な敷地をもつ、新築の低層のマンションだった。

　リビングダイニングのほかに部屋が三つもあり、広いバルコニーまで備え付けられた立派な住まいだ。大阪出張から戻った三日の間に探し、契約をしたと言う。

「……いいか、舞花。今から言う俺の言葉に……イエスと答えるんだ」

　篤志は舞花の両足を自分の肩にかけ、ひと際奥深くを突いた。篤志の根元まですっぽりと飲み込み、まさに隙間なく繋がる。

「あんっ……な、に……んんっ……もう、ほん、とに……ダメ……」

「結婚、しよう」

　あまりの気持ちよさに、いよいよ幻聴まで聞こえ始めたのか。

　舞花の耳にあり得ない言葉が届いた。

「聞いてるか？　俺と結婚しよう」

「……じょ、冗談は……やめ……あっん……」

　こんな状況で、そんなふうにからかうのはやめてほしい。結婚なんてあまりにも唐突すぎる。

「冗談でこんなことを、言うか。こんな広いマンションにひとりで住めと言うつもりか。……いいから、イエスと言え。そうじゃなきゃ、今すぐここで止めるぞ」

　言葉に忠実に篤志の律動が止む。

（この部屋、私と一緒に住むつもりで引っ越したの……？）

　想像の上をいく篤志の言葉が、舞花の胸を幸せで満たしていく。

「いや。止めないで」

　舞花がふるふると首を横に振る。

「で、答えは？」

「……します。結婚してください」

　舞花の答えに満足そうに微笑むと、篤志は再び抽送を始めた。先ほどよりも激しく、舞花の膣奥を突く。

　約束された未来が、たとえようのない恍惚感を連れてくる。

「やっ……あ、あ、あぁっ……篤志さ、ん……も、ダメぇーっ」

　快感の度合いがどんどん高まり、舞花の脳まで痺れさせる。

　膣内が隙間なく篤志でいっぱいになっているのを感じ、リズミカルな抽送が舞花を追い立てた。

「いいよ、イキな。舞花……愛してる」

　そう言った次の瞬間、奥深くを強く突き上げられた。滾った雄身が子宮口をえぐるように揺さぶる。繋がった部分から、悦びが全身に駆け巡った。

「わた、しも……篤志さん……愛して、る……ああぁっ……」

　舞花が限界を迎えたそのとき。

「……くっ、舞花……」

　一瞬動きを止めた篤志の塊が舞花の中で打ち震える。

　篤志の熱が放射されるのを感じながら、舞花は至福の時間に身を委ねた。




　嵐が去ったあとのようにシーツの乱れたベッドの上で、舞花は篤志の逞しい腕に抱かれ、いまだ熱の冷めない身体を寄せ合っていた。

　自分にはもったいないほどの篤志から熱烈なプロポーズをされ、抱えきれないほどの愛に包まれる未来が、今ここに。その奇跡に酔いしれる。

「部屋のひとつは書庫にしよう」

「それじゃ、座り心地のいいソファも置きませんか？」

「いいね。そうすれば思い立ったときにすぐ舞花を抱ける」

「もうっ、篤志さん――」

　反論しようとした唇は、彼のキスに飲み込まれた。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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